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恩
師
物
語
を
続
け
る
／
夢
み
た
い
な
授
業
と
思
う

と
大
間
違
い
／
片
々
た
る
知
識
以
上
の
も
の
が
生
涯

残
っ
た
と
大
勢
が
言
う
／
実
戦
で
も
な
か
な
か
だ
っ

た
／
留
年
二
回
目
に
な
る
と
転
校
か
再
留
年
か
を

選
択
さ
せ
ら
れ
る
／
転
校
組
が
行
き
先
の
学
校
で

首
席
に
な
っ
た
話
は
い
く
つ
も
あ
る
／
ド
ン
コ
こ
と

小
林
教
授
の
英
語
は
一
年
間
で
ジ
ェ
ラ
ン
ド
や
接
続

法
ま
で
や
っ
た
／
東
大
哲
学
科
卒
・
ド
イ
ツ
哲
学
全

盛
時
代
に
英
国
論
理
分
析
哲
学
を
専
攻
し
た
先
駆

者
／
隠
し
味
に
は
論
理
分
析
哲
学
が
あ
っ
た
の
か
／

ド
ン
コ
ズ
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
だ
け
で
一
生
間
に
合
っ
た

と
級
友
は
言
う
／
数
学
は
「
解
析
Ⅰ
」「
解
析
Ⅱ（
微

積
）
」
を
尋
常
科
で
終
え
た
／
米
国
で
は
大
学
で
微

積
を
や
る
と
呆
れ
て
い
た
／
そ
の
米
国
が
「
進
学
適

性
検
査
」
を
や
っ
た
／
セ
ン
タ
ー
テ
ス
ト
の
祖
先
／
だ

が
新
作
の
人
工
言
語
の
文
を
与
え
て
文
法
を
探
ら

せ
る
な
ど
面
白
い
／
甲
南
の
お
得
意
／
新
高
二
回
は

全
国
二
位
／
次
の
学
年
は
全
国
一
位
で
な
か
っ
た
か
／

そ
れ
で
い
て
ず
い
ぶ
ん
羽
目
を
外
し
も
し
た
／
教
授

方
も
困
ら
さ
れ
た
生
徒
の
こ
と
を
懐
か
し
が
る
。�

フ
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ィ
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で
学
ぶ
と
い
う
こ
と�
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中井 久夫 教授��
文学部教授・神戸大学名誉教授・医学博士。昭和9年
奈良県生まれ。甲南中学・甲南高校を経て昭和34年京
都大学医学部卒。精神医学者として治療と研究に従事
する。平成9年4月から文学部人間科学科教授。『精神
医学の経験』全8巻他、著・翻訳書は多岐にわたる。�

鳩杖に対するご意見・ご感想をいただきましたのでご紹介します。��
●毎回内容が充実していて含蓄深いものがあり、たいへん興味深く読ん
でいます。今後も連載をお願いします。（昭和35年卒・男）�

●いまこのように感動させられる講義がありますか？学生の態度にもよ
るのでしょう。（昭和17年卒・男）�

●鳩杖を読むと甲南を身近に感じます。（昭和52年卒・男）�

「恩賜の杖」（鳩杖はとづえ）��
鳩杖は、辞書によれば「80歳以上の功臣に宮中か
ら下賜された。鳩は食する時にむせない鳥であるとし、
これにあやかるため、老人用の杖の握りの部分に
鳩の形をつけたもの」とあります。学園の創立者平
生釟三郎先生は、1945年、枢密院顧問官の功績に
より、この鳩杖を賜りました。現在は1号館1階にあ
る学園史資料展示室で陳列されています（入場自由）。
学園の歴史を広く知っていただき、平生先生の建
学の精神を継承していきたいと願い、このコラム欄
を「鳩杖」とネーミング。1952年に甲南高校をご卒
業された中井久夫教授に当時の様子を書き下ろし
ていただいています。�
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よ
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一
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サ
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シ
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来
談
者
と
直
に
接
し
て
学
ぶ
心
の
ケ
ア
�

臨
床
心
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現
場
�

世
界
的
な
権
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迎
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挑
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�

生
命
科
学
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先
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�

時
間
、空
間
の
壁
を
払
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�

遠
隔
教
育
の
可
能
性
�
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界
に
挑
む
�

甲
南
フ
ォ
ー
ラ
ム
�

特集�

W
elco

m
e! 

誌
上
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
�

「
メ
デ
ィ
カ
ル
サ
イ
エ
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ポ
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ウ
ム
開
催
�

卒
業
生
、学
生
、ご
家
族�

甲
友
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
あ
な
た
と
つ
く
る
、�

年
に
一
度
の
祭
典�

表紙の絵�

「
甲
南
大
学
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
パ
ス
東
京
」
オ
ー
プ
ン
�

甲
南
学
園
東
京
事
務
所
移
転
の
お
知
ら
せ
�

西井義晃  画　「噴水」�

西井義晃さんプロフィール�

1961年　甲南大学経済学部卒業�
元自由美術会員�

●2003年の個展の予定�

　3月31日～4月5日�
　東京銀座ギャラリー舫小品展�

　9月3日～9日�
　大阪なんば高島屋10回記念個展�

　9月24日～30日�
　JR名古屋高島屋個展�

次のURLでも作品集をご覧いただけます�
http://webgarou.net

2
0
0
3
年
度
『
オ
ー
ル
甲
南
の
集
い
』の
ご
案
内
�

  

世
界
が
認
め
た
、ク
ラ
ブ
活
動
の
成
果  �

「
バ
ー
ク
リ
ー
音
楽
院
」�

  

給
費
生
を
レ
ポ
ー
ト 

甲
南
生
、教
授
の
留
学
便
り�

　
去
る
1
月
16
日
、甲
南
、神
戸
薬
科
、兵
庫

医
科
の
３
大
学
と
産
業
技
術
総
合
研
究
所
・

テ
ィ
ッ
シ
ュ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
リ
サ
ー
チ
セ
ン

タ
ー
が
組
織
す
る
「
メ
デ
ィ
カ
ル
サ
イ
エ
ン
ス

研
究
機
構
」（
甲
南
T
o
d
a
y 

No.�
12
参
照
）の

発
足
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、ホ
テ
ル
オ
ー
ク

ラ
神
戸
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
文
部
科
学
省

研
究
振
興
局
研
究
環
境
・
産
業
連
携
課
技
術

移
転
推
進
室
長 

小
山
竜
司
氏
、経
済
産
業

省
・
近
畿
経
済
産
業
局
長 

勝
野
龍
平
氏
、兵

庫
県
・
産
業
労
働
部
長 

岩
崎
博
氏
、神
戸
市

収
入
役 

金
芳
外
城
雄
氏
か
ら
、全
国
的
に
も

非
常
に
斬
　
新
な
、組
織
の
枠
を
越
え
た
本

研
究
機
構
へ
大
き
な
期
待
を
込
め
た
祝
辞
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
兵
庫
工
業
会
の
小
田
茂

会
長
は
、地
元
企
業
と
の
共
同
研
究
へ
と
す

そ
野
を
広
げ
る
た
め
に
、研
究
機
構
を
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
を
約
束
さ
れ
ま
し
た
。
�

　
講
演
会
の
部
で
は
、「
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

か
ら
メ
デ
ィ
カ
ル
へ
　
明
日
を
開
く
シ
ナ
ジ
ー

効
果
」
を
テ
ー
マ
に
、そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
か
ら

連
携
研
究
を
担
う
研
究
者
に
よ
る
研
究
機

構
の
方
向
性
を
示
す
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

本
学
か
ら
は
ハ
イ
テ
ク
・
リ
サ
ー
チ
・
セ
ン
タ

ー
所
長
の
杉
本
直
己
理
工
学
部
教
授
が
、「
ナ

ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
拓
く
新
し
い
メ
デ
ィ
カ
ル

サ
イ
エ
ン
ス
」
の
演
題
で
、本
学
で
の
研
究
成

果
な
ど
に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。
動
画
も

交
え
、一
般
の
参
加
者
に
も
わ
か
り
や
す
い

講
演
と
な
り
好
評
を
博
し
ま
し
た
。
�

　
鐘
淵
化
学
工
業
株
式
会
社
の
舘
糾
相
談

役
に
よ
る
基
調
講
演
で
は
、企
業
の
社
長
・
会

長
で
あ
る
一
方
で
、日
本
化
学
会
の
会
長
も

歴
任
す
る
と
い
う
、「
産
」
と
「
学
」
の
ト
ッ
プ

を
務
め
た
貴
重
な
経
験
を
基
に
、枠
に
と
ら

わ
れ
な
い
研
究
が
今
後
ま
す
ま
す
重
要
と
な

る
こ
と
を
予
言
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
ほ
か
、各

大
学
の
理
事
長
、学
長
か
ら
も
挨
拶
が
あ
り
、

本
学
の
池
上
吉
藏
理
事
長
か
ら
は
、異
分
野

の
研
究
者
と
の
交
流
が
大
き
な
成
果
を
生
ん

だ
自
身
の
体
験
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
�

　
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
受
け
、本
研
究
機

構
の
連
携
研
究
推
進
委
員
会（
委
員
長
は
杉

本
教
授
）か
ら
、早
速
い
く
つ
か
の
連
携
研
究

が
開
始
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
�
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メ
デ
ィ
カ
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サ
イ
エ
ン
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研
究
機
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甲南学園東京事務所移転のお知らせ�

　東京地区での就職活動や東京甲南会をは

じめとする同窓会活動をサポートしてきた「甲

南学園東京事務所」が、「甲南大学ネットワー

クキャンパス東京」に拡大し、3月6日、JR東京

駅八重洲口から徒歩5分の中央区日本橋に移

転しました。�

　就職部職員が常駐し、本学が独自に開発し

た就職情報検索システムを、岡本キャンパスと

同一環境で利用できるパソコンが設置され、首

都圏での就職活動を強力に支援します。�

　また、首都圏の受験生や、その父母に向け、

学園情報を積極的に発信します。卒業生や甲

南関係者の交流の場として、会議室や応接室

などのスペースもあります。ぜひ、気軽にお立

ち寄りください。�

東京駅�
大丸�

高島屋�

丸善�

八重洲中央口�

八重洲北口�

中央通り�

昭和通り�

外堀通り�

八
重
洲
通
り�

永
代
通
り�

さ
く
ら
通
り�

地下鉄東西線地下鉄東西線�
日本橋本橋�
地下鉄東西線�
日本橋�

八重洲�
センタービル�

三菱信託�
銀行�

日興コーディアル証券�

国際観光ホテル�

歩道�

地下鉄銀座線�
日本橋�

甲南大学甲南大学ネットワーク�
キャンパス東京東京�
甲南大学ネットワーク�
キャンパス東京�

新住所�
〒103 - 0027�
東京都中央区日本橋3丁目2番5号�
川崎定徳ビル6階�
TEL 03 - 3231 -1007（代表）�

：
�

順
風
満
帆
で
は
な
い
人
生
�

だ
か
ら
、い
ま
の
自
分
に
出
会
え
た
�

杉本直己教授の講演�

○
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
大
学（
ド
イ
ツ
）で
の
留
学
生
活
も
、�

　
5
ヶ
月
目
に
入
り
ま
し
た
�

�○
世
界
の
研
究
者
が
集
ま
る
ユ
タ
州
で
、�

　
環
境
経
済
学
の
最
先
端
を
追
究
し
て
い
ま
す�

「甲南大学ネットワーク�
  キャンパス東京」オープン�
「甲南大学ネットワーク�
  キャンパス東京」オープン�
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甲
南
関
係
者
が
岡
本
キ
ャ
ン
パ
ス
に
集
合
し
、自
分
た
ち
の
手
で
つ
く
る
一
年
に
一
度
の
催
し
、「
オ
ー
ル
甲
南
の
集
い
」
。創

立
50
周
年
を
記
念
し
て
2
0
0
0
年
よ
り
始
ま
っ
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、毎
年
、学
生
か
ら
旧
制
高
校
の
卒
業
生
、ま
た
そ
の

ご
家
族
ま
で
、多
く
の
甲
友
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
集
い
、仲
間
や
先
生
と
の
再
会
、現
役
各
ク
ラ
ブ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
を
楽
し

む
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
「
オ
ー
ル
甲
南
の
集
い
」
を
、今
年
は
4
月
20
日（
日
）に
開
催
し
ま
す
。テ
ニ
ス
プ
レ
イ
ヤ
ー

松
岡
修
造
氏
の
講
演
や
甲
南
ゆ
か
り
の
芸
術
家
長
谷
川
三
郎
の
作
品
展
覧
会
な
ど
、前
年
よ
り
さ
ら
に
充
実
し
た
内
容
で

開
催
し
て
ま
い
り
ま
す
。ご
家
族
・
ご
友
人
と
一
緒
に
参
加
し
、甲
南
の
絆
を
深
め
て
く
だ
さ
い
。�

第
1
部
・
演
舞
会
　
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部
、歌
舞
伎
文
楽
研
究
部
、�

　
　
　
　
　
　
　  

能
楽
研
究
部
な
ど
�

第
2
部
・
演
奏
会
　
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、女
声
合
唱
団
ア
モ
ロ
ー
ゾ
、�

　
　
　
　
　
　
　  

交
響
楽
団
、J
A
Z
Z
研
究
会
な
ど
�

一家で3人以上の甲南生がいら
っしゃるファミリーで当日ご参加い
ただけますご家族に記念品を差し
上げます。旧制・新制の卒業生
だけでなく、現役もOK。甲南女子
や甲南小学校の皆さまも大歓迎。
同封のアンケートハガキでお申し
込みください。�

お問い合わせは、甲南学園  甲友室  ＴＥＬ078‐441‐4548  まで�

2
0
0
3
年
4
月
20
日（
日
）�

日  時�

ハ
ー
イ
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甲
友
フ
ァ
ミ
リ
ー
�

テーマ�

甲
南
大
学
 
岡
本
キ
ャ
ン
パ
ス
�

場  所�内  容�

�

 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
�

「
甲
友
フ
ァ
ミ
リ
ー
大
集
合
」
記
念
品
贈
呈
�

 

オ
ー
ル
甲
南
夢
舞
台
�

��

長
谷
川
三
郎
作
品
展
覧
会
�

�お
茶
会（
茶
華
道
料
理
部
道
心
会
）�

　 

甲
友
会
館
・
小
ホ
ー
ル
�

　 

午
前
11
時
〜
午
後
4
時
30
分
�

�　 

午
後
0
時
〜
4
時
30
分
�

�

講
演
「
僕
が
ス
ポ
ー
ツ
か
ら
学
ん
だ
こ
と
」
�

　
1
4
2
講
義
室
ほ
か�

　 

午
後
1
時
〜
2
時
30
分
�

ク
ラ
ブ
・
ゼ
ミ
O
B
・
O
G
会
「
恩
師
を
囲
ん
で
」
�

　
10
号
館
各
講
義
室�

　 

午
後
2
時
30
分
〜
4
時
30
分
�

子
ど
も
広
場
「
キ
ッ
ズ
ラ
ン
ド
」
�

　
10
号
館
1
0
1
2
講
義
室�

　 

午
前
11
時
〜
午
後
4
時
30
分
�

お
祭
り
広
場
「
模
擬
店
」
�

　
学
友
会
館
2
F
学
生
食
堂
・
5
号
館
1
F
カ
フ
ェ
パ
ン
セ
�

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
「
甲
南
バ
リ
ュ
ー
セ
ー
ル
」（
雨
天
時
は
5
1
1
講
義
室
に
て
）�

　
図
書
館
北
�

ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
大
会
�

�　
第
一
部
　
午
前
11
時
〜
午
後
1
時
�

　
第
二
部
　
午
後
2
時
30
分
〜
4
時
30
分
�

　
講
堂
兼
体
育
館
�

掲載の写真は2002年度のものです。�

甲
友
会
館
・
1
F
ロ
ビ
ー�

体
育
会
サ
ッ
カ
ー
部
員
と
O
B
・
O
G
に
よ
る
「
フ
ッ
ト
サ
ル
」
や
「
飛
び
入
り
ゲ
ー
ム
大
会
」
�

●
駐
車
場
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
電
車
・
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
�

　 

メ
イ
ン
会
場
〔
甲
友
会
館
・
大
ホ
ー
ル
〕�

　 

午
前
11
時
〜
�

　 

午
前
11
時
30
分
〜
�

　 

午
後
1
時
〜
5
時
�

第
一
部
　
午
前
11
時
30
分
〜
午
後
1
時
�

第
二
部
　
午
後
2
時
30
分
〜
4
時
�
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カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
設
備
、体
制
が
整
い
、�

研
究
の
さ
ら
な
る
活
性
化
を
目
指
す
�

来談者と直に接して�
学ぶ心のケア� 今

回
の
特
集
で
は
甲
南
大
学
の
さ
ま
ざ
ま
な
最
先
端
の
研
究
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。ど
ん
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
か
だ
け
で
な
く
、�

学
生
が
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
に
触
れ
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
に
は
ど
ん
な
価
値
が
あ
る
の
か
ま
で
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。�

臨床心理�
　現場�

臨床心理�
　現場�

特  集�

　
甲
南
大
学
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
と
言
え
ば
、カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
抜
き
に
語
れ
ま
せ
ん
。

1
9
9
9
年
に
竣
工
し
た
こ
の
施
設
は
、心
理
療

法
の
た
め
の
面
接
室
、遊
戯
療
法
の
た
め
の
プ
レ

イ
ル
ー
ム
、箱
庭
療
法
の
設
備
、音
楽
療
法
室
や

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
室
な
ど
、現
在
、臨
床
心
理
の

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
考
え
ら
れ
る
最
高
の
設
備

を
完
備
し
、兵
庫
県
地
域
の
方
々
は
も
と
よ
り
、

広
島
や
名
古
屋
な
ど
、遠
方
の
方
に
ま
で
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。人
間
科
学
科
の
教
授
で
、人
間

科
学
研
究
所
の
所
長
で
も
あ
る
森
茂
起
教
授
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
、本
学
の
臨
床
心
理
の
現
場

に
迫
り
ま
し
た
。�

����森
茂
起
先
生（
以
下
森
先
生
）　
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
ご
存
じ
な
い
人
は
、確
か
に
、な

ぜ
大
学
に
こ
の
よ
う
な
施
設
が
あ
る
の
か
と
疑

問
に
思
わ
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。こ
の
施
設

は
、当
然
、営
利
を
目
的
と
し
て
い
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、か
と
い
っ
て
、純
粋
に
地
域
貢
献

だ
け
を
目
的
と
し
た
も
の
で
も
な
い
の
で
す
。
�

│
│ 

で
は
、ど
う
い
う
目
的
が
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。
�

森
先
生
　
実
は
、こ
こ
で
主
に
来
談
者
の
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
に
あ
た
る
の
は
、人
間
科
学
専
攻
の

大
学
院
生
た
ち
。つ
ま
り
、本
大
学
の
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
と
は
、来
談
者
の
援
助
と
い
う

か
た
ち
で
地
域
に
貢
献
す
る
場
で
あ
る
と
と
も

に
、院
生
や
ス
タ
ッ
フ
の
実
践
的
な
実
習
の
場
で

も
あ
る
わ
け
で
す
。一
見
、半
人
前
の
院
生
が
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
う
な
ど
、不
謹
慎
な
よ
う
に

聞
こ
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、本
施
設
の
場
合
、

5
名
の
臨
床
心
理
士
の
資
格
を
持
つ
教
員
が
マ

ン
ツ
ー
マ
ン
で
密
接
な
指
導
を
行
い
ま
す
し
、営

利
団
体
で
な
い
だ
け
に
、採
算
抜
き
で
来
談
者
の

援
助
を
考
え
ら
れ
る
と
い
う
点
か
ら
、皆
さ
ん
安

心
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
�

│
│ 

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
は
、地
域
貢
献

と
研
究
を
う
ま
く
両
立
さ
せ
た
大
学
な
ら
で
は

の
機
関
と
い
う
わ
け
で
す
ね
。�

森
先
生
　
そ
の
通
り
。し
か
も
、本
施
設
は
日
本

臨
床
心
理
士
資
格
認
定
協
会
か
ら
第
一
種
指
定

を
受
け
て
い
る
た
め
、修
士
課
程
修
了
と
同
時
に
、

臨
床
心
理
士
の
受
験
資
格
が
得
ら
れ
ま
す
。
今

年
は
ち
ょ
う
ど
第
一
期
生
が
臨
床
心
理
士
試
験

に
臨
ん
で
お
り
、25
名
が
合
格
し
ま
し
た
。
�

│
│ 

院
生
の
う
ち
25
名
と
い
う
と
、か
な
り
の

合
格
率
。
本
年
度
の
試
験
は
全
国
的
に
合
格
率

が
低
い
中
、甲
南
が
こ
れ
だ
け
の
合
格
者
を
出
せ

た
背
景
に
は
、何
か
理
由
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
�

森
先
生
　
そ
れ
は
本
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

の
利
用
件
数
が
、1
9
9
7
年
当
初
は
6
8
0
件

だ
っ
た
も
の
が
2
0
0
1
年
に
は
約
1
8
0
0
件

と
急
速
に
伸
び
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
�

臨
床
心
理
士
と
い
う
心
の
問
題
を
扱
う
職
業
で

は
、医
学
の
よ
う
に
、こ
の
薬
を
処
方
す
れ
ば
、こ

の
病
は
治
る
と
い
う
定
理
が
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
く

ま
で
一
人
ひ
と
り
の
来
談
者
に
向
き
合
っ
て
問
題

を
探
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、経
験

を
積
む
こ
と
が
何
を
お
い
て
も
大
切
な
の
で
す
。

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
へ
の
来
談
者
の
増
加

は
、同
時
に
院
生
が
充
実
し
た
経
験
を
積
む
こ
と

が
で
き
る
環
境
に
い
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。ど

れ
だ
け
充
実
し
た
設
備
が
あ
っ
て
も
、肝
心
の
実

践
体
験
が
な
け
れ
ば
、試
験
で
い
い
評
価
が
得
ら

れ
る
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。
�

│
│ 

利
用
件
数
が
増
え
て
き
た
理
由
は
、や
は

り
、こ
れ
ま
で
の
地
道
な
対
応
が
評
価
さ
れ
、認

知
が
広
ま
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。�

森
先
生
　
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
大
き
い
。し
か
し
、一

方
で
は
、さ
ま
ざ
ま
な
機
関
と
の
連
携
を
積
極

的
に
進
め
て
い
る
こ
と
も
大
き
い
と
思
い
ま
す
よ
。
�

│
│ 

例
え
ば
、ど
ん
な
外
部
機
関
と
連
携
さ
れ

て
い
る
の
で
す
か
。�

森
先
生
　
「
ひ
ょ
う
ご
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
」

と
の
協
力
関
係
な
ど
い
い
例
で
し
ょ
う
。
犯
罪
や

事
件
に
よ
っ
て
、心
に
傷
を
負
っ
た
ま
ま
生
活
し

て
い
る
人
た
ち
が
同
セ
ン
タ
ー
に
援
助
を
求
め

た
場
合
、本
施
設
も
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
個
人

相
談
な
ど
で
心
の
ケ
ア
に
協
力
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
窓
口
が
増
え
た
こ
と

に
よ
り
、院
生
は
い
ま
ま
で
以
上
に
、さ
ま
ざ
ま

な
タ
イ
プ
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
携
わ
れ
る
と
い

う
わ
け
で
す
。
�

��

�│
│ 

国
内
屈
指
と
言
わ
れ
る
設
備
、教
授
陣
に

加
え
、こ
の
よ
う
な
体
制
。
甲
南
大
学
の
人
間
科

学
専
攻
か
ら
、臨
床
心
理
士
資
格
試
験
合
格
者

が
多
い
理
由
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。�

森
先
生
　
設
備
と
体
制
が
そ
ろ
い
、か
た
ち
は
こ

れ
で
整
い
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
さ
ら
に
研
究
を
活

発
化
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
�

例
え
ば
、こ
れ
ま
で
は
研
究
機
関
と
し
て
の
動
き

は
確
立
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、今
後
は
人

間
科
学
研
究
所
と
い
う
組
織
を
設
け
、心
理
療

法
の
研
究
対
象
も
「
ト
ラ
ウ
マ
」「
感
性
の
変
容
」

「
子
育
て
の
困
難
」「
心
理
療
法
」
と
い
う
4
つ
の

具
体
的
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
絞
っ
て
研
究
し
て
い
く

予
定
で
す
。ま
た
、心
の
ケ
ア
に
携
わ
る
に
は
、人

間
を
総
合
的
に
理
解
し
た
上
で
な
い
と
で
き
な

い
の
で
、哲
学
・
文
学
・
文
化
人
類
学
な
ど
の
周

辺
の
思
想
領
域
も
学
び
な
が
ら
研
究
を
進
め
て

い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
に
カ
テ
ゴ

リ
ー
や
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
を
明
確
化
す
る
こ
と
で
、

よ
り
深
い
研
究
成
果
へ
と
結
び
つ
け
て
い
き
た
い

で
す
ね
。
�

│
│ 

目
の
前
で
最
先
端
の
研
究
が
展
開
さ
れ

る
こ
と
は
、き
っ
と
学
生
に
と
っ
て
も
よ
り
大
き

な
刺
激
と
な
る
で
し
ょ
う
。
今
後
の
人
間
科
学

研
究
所
の
動
き
が
ま
す
ま
す
楽
し
み
で
す
。�

カウンセラー合格は、甲南で�
出会った方々のおかげ�

絶対に臨床心理士の資格を取りたくて、甲南の

人間科学専攻へ。入って驚いたのは、いい先生

方が沢山いらっしゃったことです。初めてのカウンセリングでも、緊張する私に

「一生懸命にやることが、来談者にとって大事なのですよ」と言ってくださった

ことで落ち着いて臨むことができました。また、大学ではそのほかに地域のボラ

ンティアをすることもでき、さまざまなケースを経験してきたおかげで、資格試験

のときに、それを生かすことができました。合格でき、いまは本当にうれしいです。�

甲斐 暁子さん�

素晴らしい先生方に�
ご指導いただき合格できました�

地
域
貢
献
と
研
究
活
動
を
兼
ね
る�

最
先
端
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
施
設�

の�

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
で
学
ぶ
と
い
う
こ
と�

エントランスホールへの扉を開けると、水庭、六甲山系山麓の緑、
真っ青な空、白い雲などが目に飛び込んでくる�

『心の危機と臨床の知』（全四巻）は、文部科学省の学術
フロンティア推進事業に採択された共同研究プロジェクト「現
代人のメンタリティに関する総合的研究―心の危機の臨
床心理学的・現代思想的研究」（平成10～14年度）の研
究成果をまとめたものです。（新曜社・近刊予定）�

臨床心理士試験合格体験記
�臨床心理士試験合格体験記
�

臨床心理士試験合格体験記
�

人間科学専攻でよかったと思うのは、臨床心理

学だけでなく、哲学や文化人類学など「人」を理

解するための学問が幅広く学べたこと、それから

やはり、カウンセリングの機会を多く持てたことですね。来談者との面接から

学ぶことも多く、私も成長させてもらいました。だからこそ、当初はそれほど意

識していなかった資格取得も目指してみようと考えるようになり、今回の合格

につながりました。甲南で出会った方々が、資格へと後押ししてくれたと言っ

ても過言ではありません。�

辻野 美千代さん�



つながる! KONANネットワーク�

フロンティアで学ぶということ�

ラ
ス
カ
ー
賞
な
ど
で
知
ら
れ
る
研
究
者�

増
井
禎
夫
先
生
を
甲
南
大
学
へ
招
へ
い�

ミジンコの単性生殖から両性生殖への転換はどうして起こる！？�

甲南大学助教授を経て、現トロント
大学名誉教授。甲南大学名誉教授。
甲南大学で13年かけて開拓した生
物学のアイデアをカナダで発展させ、
ラスカー賞、ガードナー賞などの国
際的な賞を受賞。主な功績は、細
胞が分裂し増殖する過程をコント
ロールする卵成熟誘起因子（MPF）
および細胞分裂停止因子（CSF）
という2つの因子の存在を明らかに
したところにある。�

増井 禎夫先生プロフィール�

世
界
的
な
権
威
を
迎
え
て
挑
む�

　
2
0
0
3
年
を
迎
え
、理
工
学
部
の
生
物
学

各
研
究
室
が
こ
れ
ま
で
以
上
の
活
気
を
見
せ
て

い
ま
す
。こ
れ
は
、生
命
科
学
の
分
野
で
世
界
的

な
権
威
で
あ
り
、ト
ロ
ン
ト
大
学
名
誉
教
授
の
増

井
禎
夫
先
生
を
日
本
学
術
振
興
会
の
招
へ
い
事

業
に
よ
り
、お
迎
え
し
て
い
る
た
め
で
す
。日
本

学
術
振
興
会
の
招
へ
い
事
業
と
は
、優
れ
た
研
究

業
績
を
持
つ
外
国
の
研
究
者
を
招
へ
い
す
る
こ

と
を
同
会
が
援
助
す
る
も
の
で
、甲
南
大
学
で
は
、

生
物
学
科
の
園
部
治
之
教
授
を
中
心
に
増
井
先

生
の
招
へ
い
を
進
め
て
き
ま
し
た
。�

　
先
生
は
今
後
2
年
間
、甲
南
大
学
を
拠
点
に

学
術
交
流
と
共
同
研
究
に
取
り
組
ま
れ
る
予
定

で
す
。今
回
は
、そ
の
活
動
に
対
す
る
意
気
込
み

な
ど
を
直
接
お
伺
い
し
ま
し
た
。�

生
命
科
学
　
最
先
端�

の�

知
識
・
実
験
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
ち
寄
り
、�

各
研
究
室
で
共
同
研
究
を
ス
タ
ー
ト�

│
│ 

日
本
学
術
振
興
会
の
招
へ
い
事
業
に
私
立

大
学
が
採
択
さ
れ
た
の
は
、今
回
の
甲
南
大
学

が
は
じ
め
て
の
こ
と
。
そ
の
理
由
は
先
生
の
知
名

度
の
高
さ
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
思
わ
れ

ま
す
が
、先
生
は
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
今
回
の

招
へ
い
に
応
じ
て
い
た
だ
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
�

増
井
禎
夫
先
生（
以
下
増
井
先
生
）　
甲
南
大

学
と
は
、以
前
在
籍
し
て
い
た
と
い
う
だ
け
で
な

く
、カ
ナ
ダ
に
渡
っ
て
か
ら
も
名
誉
教
授
の
称
号

を
い
た
だ
く
な
ど
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い
ま
す
。

学
内
の
先
生
方
と
も
親
し
く
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
し
た
か
ら
、今
回
、園
部
先
生
か
ら
お
話
が
あ

っ
た
と
き
、喜
ん
で
ご
協
力
し
ま
す
と
お
返
事
し

ま
し
た
。
�

│
│ 

こ
の
プ
ラ
ン
は
2
年
越
し
で
実

施
さ
れ
、今
年
度
は
1
月
か
ら
3
カ
月
、

来
年
度
は
、9
月
頃
か
ら
3
カ
月
の
間
、

増
井
先
生
に
お
越
し
い
た
だ
き
、生

命
科
学
分
野
の
研
究
の
活
性
化
に
ご

協
力
い
た
だ
く
と
い
う
内
容
で
す
が
、

い
ま
、具
体
的
に
予
定
さ
れ
て
い
る
活

動
に
つ
い
て
お
教
え
く
だ
さ
い
。
�

増
井
先
生
　
大
き
く
分
け
る
と
、「
甲

南
大
学
で
の
共
同
研
究
」
と
「
他
の

研
究
機
関
と
の
学
術
交
流
」
と
い
う

2
つ
の
目
的
が
あ
り
ま
し
て
、後
者
に

つ
い
て
は
、1
月
14
日
に
「
真
の
研
究

と
贋
の
研
究
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
学
内

講
演
を
行
っ
た
の
を
皮
切
り
に
、今
後

は
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の
理
化
学
研

究
所
や
東
京
工
業
大
学
、慶
應
義
塾
大
学
、

東
京
大
学
、日
本
薬
学
会
な
ど
で
講
演
会
を

予
定
し
て
い
る
ほ
か
、甲
南
大
学
の
平
生
記
念
セ

ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
で
一
泊
し
、若
手
研
究
者
た
ち
と

ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
語
り
合
う
と
い
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
も
予
定
し
て
い
ま
す（
注
・
こ
れ
ら
は
一
月
中
旬

の
取
材
時
の
コ
メ
ン
ト
で
す
）。
�

���│
│ 

共
同
研
究
に
つ
い
て
は
い
か
が
で
す
か
。
�

増
井
先
生
　
実
は
、か
な
り
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。と
い
う
の
も
、私
の
専
攻
は
細
胞
生
物
学
で
、

こ
れ
ま
で
は
主
に
カ
エ
ル
や
マ
ウ
ス
に
よ
る
研
究

を
続
け
て
き
た
の
で
す
が
、甲
南
で
は
、新
し
い

対
象
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま

す
か
ら
。そ
の
一
つ
が
ミ
ジ
ン
コ
で
す
。
�

│
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ミ
ジ
ン
コ
で
す
か
？
�

増
井
先
生
　
そ
う
。
大
き
い
モ
ノ
で
も
体
長
5

ミ
リ
程
度
の
甲
殻
類
で
す
が
、こ
の
ミ
ジ
ン
コ
は

生
命
科
学
の
研
究
対
象
と
し
て
非
常
に
興
味
深

い
特
質
を
持
っ
て
い
ま
す
。
簡
単
に
ご
説
明
し
ま

し
ょ
う
。
�

人
間
を
含
め
、た
い
て
い
の
生
き
物
は
雄
雌
両
方

を
生
み
ま
す
。と
こ
ろ
が
ミ
ジ
ン
コ
は
、春
か
ら
夏

に
か
け
て
雌
し
か
生
ま
ず
、秋
以
降
に
な
る
と
雄

も
生
む
よ
う
に
な
る
ん
で
す
ね
。ど
う
や
ら
ミ
ジ

ン
コ
に
は
、環
境
が
よ
い
時
期
に
は
受
精
せ
ず
に

処
女
生
殖（
単
性
生
殖
）だ
け
行
い
、餌
の
減
少

や
気
温
の
低
下
な
ど
を
感
じ
る
と
受
精
し
て
雄

を
つ
く
り
、種
を
活
性
化
さ
せ
る
よ
う
な
特
殊
な

メ
カ
ニ
ズ
ム
が
働
い
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
こ
に
は

な
ん
ら
か
の
ホ
ル
モ
ン
の
働
き
が
あ
る
の
で
し
ょ

う
が
、こ
こ
１
０
０
年
間
、研
究
者
た
ち
は
、そ
の

仕
組
み
ま
で
は
解
明
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
私
は
学

生
時
代
か
ら
こ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
究
明
で
き
れ
ば
、

動
物
学
者
と
し
て
第
一
級
の
仕
事
に
な
る
と
感

じ
て
い
た
の
で
す
が
、先
送
り
、先
送
り
で
、な
ん

と
40
年
以
上
も
手
を
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た（
笑
）。
�

そ
れ
が
幸
い
、甲
南
大
学
の
園
部
先
生
は
甲
殻
類

の
ホ
ル
モ
ン
の
専
門
家
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
そ
こ
で

話
を
し
て
み
る
と
、実
は
先
生
も
偶
然
数
年
前
か

ら
興
味
を
持
っ
て
い
た
分
野
と
い
う
こ
と
で
意
気

投
合
し
ま
し
た
。
今
回
、園
部
研
究
室
の
院
生
や

こ
の
実
験
の
た
め
に
大
学
が
招
い
た
博
士
研
究

員
と
共
に
、ミ
ジ
ン
コ
の
単
性
生
殖
か
ら
両
性
生

殖
へ
の
転
換
機
構
の
解
析
に
挑
戦
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
�

│
│ 

す
で
に
、先
生
が
来
日
さ
れ
る
前
か
ら
、手

紙
な
ど
で
研
究
は
進
め
ら
れ
て
き
た
と
お
聞
き

し
て
い
ま
す
が
。
�

増
井
先
生
　
M
F
と
い
う
物
質
に
よ
り
、わ
ざ

わ
ざ
餌
を
減
ら
し
た
り
、温
度
を
下
げ
る
な
ど
の

手
間
を
か
け
ず
に
、ミ
ジ
ン
コ
本
来
の
ホ
ル
モ
ン
バ

ラ
ン
ス
を
崩
し
て
雄
が
発
生
す
る
状
況
を
作
り

出
せ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。こ
れ
は
す
で

に
成
果
と
し
て
得
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、今
後
は

こ
れ
を
ベ
ー
ス
に
、さ
ら
に
研
究
を
発
展
さ
せ
て
い

く
予
定
で
す
。
川
の
汚
染
度
や
農
薬
な
ど
の
安

全
性
を
検
査
す
る
環
境
指
標
動
物
に
も
指
定
さ

れ
て
い
る
ミ
ジ
ン
コ
。
そ
の
解
明
が
進
め
ば
、環
境

問
題
に
大
き
く
貢
献
で
き
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
�

│
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そ
の
他
の
研
究
に
つ
い
て
も
お
教
え
く
だ

さ
い
。
西
方
先
生
の
発
生
学
研
究
室
と
も
共
同

研
究
の
予
定
が
あ
る
と
の
こ
と
で
す
が
。
�

増
井
先
生
　
こ
ち
ら
は
ホ
ヤ
を
扱
い
、細
胞
分

裂
を
調
節
す
る
機
構
を
調
べ
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。ホ
ヤ
と
い
う
生
物
に
は
皆
さ
ん
馴
染
み
が
な

い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、脊
索
動
物
と
い
っ
て
人
間

な
ど
と
同
じ
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
入
る
動
物
で
す
。
そ

の
た
め
、複
雑
な
構
造
を
持
つ
ほ
乳
類
で
は
調
べ

に
く
い
事
象
を
、単
純
化
し
て
調
べ
た
い
と
い
う

実
験
に
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
�

今
回
注
目
し
た
い
の
は
、ホ
ヤ
の
脊
索（
背
骨
の

代
わ
り
を
果
た
す
部
分
）の
細
胞
は
、リ
チ
ウ
ム

イ
オ
ン
を
含
む
海
水
に
入
れ
て
発
生
さ
せ
る
と
、

腸
や
胃
の
も
と
に
な
る
内
胚
葉
と
い
う
別
の
細

胞
に
変
わ
っ
て
し
ま
う
と
い
う
事
実
。こ
れ
は
遺

伝
子
の
出
す
命
令
を
、阻
害
剤
が
ね
じ
曲
げ
て

し
ま
う
た
め
で
す
が
、こ
う
し
た
観
察
を
通
し
て
、

ど
う
し
て
細
胞
は
こ
の
器
官
に
な
る
と
い
う
ル
ー

ル
を
持
っ
て
い
る
の
か
、そ
れ
を
破
る
と
ど
う
い
う

こ
と
に
な
る
の
か
を
見
て
い
き
た
い
。
�

こ
こ
で
ヒ
ン
ト
が
つ
か
め
れ
ば
、そ
れ
を
人
間
な

ど
の
高
等
生
物
に
応
用
し
て
い
く
こ
と
も
で
き

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
�

�増
井
先
生
を
迎
え
、ま
す
ま
す
最
先
端
の
生
命

科
学
の
領
域
に
踏
み
込
ん
で
い
く
生
物
学
研
究

室
。来
年
、学
会
を
驚
か
せ
る
事
実
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
も
夢
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
し
て
、こ

こ
で
学
ぶ
学
生
た
ち
に
と
っ
て
も
、最
先
端
の
研

究
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
は
、科
学
者
と
し

て
将
来
を
歩
む
上
で
、き
っ
と
何
よ
り
貴
重
な
経

験
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。�
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●ホヤ�
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い
ま
、教
育
の
現
場
で
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
り

つ
つ
あ
る
”e
ラ
ー
ニ
ン
グ
“
と
い
う
考
え
方
か
ら

ご
説
明
い
た
だ
け
ま
す
か
。
�

井
上
明
先
生（
以
下
井
上
先
生
）　
現
在
、な

ぜ
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
教
育
が
注
目
を
集

め
て
い
る
の
か
と
言
い
ま
す
と
、こ
れ
は
単
に
、寝

過
ご
し
て
も
家
で
授
業
が
受
け
ら
れ
る
か
ら
便

利
と
か
、そ
う
い
う
理
由
で
は
な
い
ん
で
す
ね（
笑
）。
�

現
在
は
社
会
の
ス
ピ
ー
ド
が
ど
ん
ど
ん
早
く
な
っ

て
い
ま
す
か
ら
、そ
こ
で
活
躍
す
る
に
は
、必
然
的

に
い
か
に
素
早
く
学
ぶ
か
が
要
求
さ
れ
る
。
言
い

換
え
れ
ば
、空
い
た
時
間
を
い
か
に
利
用
す
る
か

な
ど
、効
率
的
に
学
ぶ
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
く

る
わ
け
で
す
。
そ
こ
で
、こ
の
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
が
注

目
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。こ
れ
か
ら
社
会
で
一
歩

先
を
い
こ
う
と
考
え
る
な
ら
、ど
こ
か
別
の
場
所

に
居
な
が
ら
に
し
て
、あ
る
い
は
、自
分
の
都
合
の

い
い
時
間
を
選
ん
で
、「
い
つ
で
も
」
、「
ど
こ
で
も
」
、

「
誰
で
も
」
自
在
に
学
習
で
き
る
こ
と
が
必
要
な

の
で
す
。
�

藤
川
清
史
先
生（
以
下
藤
川
先
生
）　
文
部
科

学
省
な
ど
が
大
学
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
た
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
推
奨
す
る

の
に
は
、井
上
先
生
の
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
な
背
景

が
あ
り
ま
す
。
甲
南
大
学
は
特
に
震
災
後
か
ら

e
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
1
9
9
7
年
か
ら
は
、全
国
の
う
ち
で
も
、早

稲
田
、慶
應
と
3
校
し
か
選
ば
れ
な
か
っ
た
、通

信
放
送
機
構
と
郵
政
省
の
連
携
事
業
の
「
マ
ル

チ
メ
デ
ィ
ア
キ
ャ
ン
パ
ス
展
開
事
業
」
に
も
携
わ
っ

て
き
た
ほ
ど
で
す
。
�

│
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甲
南
大
学
で
実
現
し
た
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
の

具
体
例
と
し
て
、ど
ん
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
。
�

井
上
先
生
　
一
つ
は
、無
線
L
A
N
の
環
境
で
す

ね
。
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
1
8
0
カ
所
の
ア
ク
セ
ス
ポ

イ
ン
ト
を
設
け
、学
内
の
ど
こ
に
い
て
も
ノ
ー
ト
パ

ソ
コ
ン
を
開
け
ば
、甲
南
大
学
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

つ
な
が
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、教
員
や

学
生
の
コ
ン
テ
ン
ツ
作
成
を
専
属
ス
タ
ッ
フ
が
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
て
い
る
た
め
、発
信
す
る
情
報
コ
ン
テ

ン
ツ
自
体
も
充
実
。
学
生
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
ア

ク
セ
ス
す
れ
ば
、授
業
の
予
習
・
復
習
に
活
用
で

き
る
情
報
な
ど
を
入
手
で
き
ま
す
。
�

��井
上
先
生
　
さ
ら
に
、来
年
度
か
ら
は
、経
済

学
部
で
実
験
的
に
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
授
業
」
も

開
講
さ
れ
ま
す
。
�

こ
れ
は
旧
制
高
等
学
校
時
代
か
ら
親
交
の
あ
る

武
蔵
大
学
と
提
携
し
て
行
う
取
り
組
み
で
、甲

南
大
学
の
学
生
に
は
武
蔵
大
学
の
授
業
を
、武

蔵
大
学
の
学
生
に
は
甲
南
大
学
の
授
業
を
一
部
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
中
継
で
、自
分
の
大
学

に
居
な
が
ら
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
も
の
で
す
。

技
術
的
に
は
、企
業
が
遠
隔
地
の
支
社
同
士
で

実
施
し
て
い
る
テ
レ
ビ
会
議
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
�

藤
川
先
生
　
ビ
デ
オ
録
画
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か

ら
、疑
問
は
そ
の
都
度
先
生
に
尋
ね
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
今
回
、甲
南
側
で
受
け
ら
れ
る
講
義
「
金

融
工
学
」
で
は
、金
融
商
品
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
を
行
い
ま
す
が
、教
授
が
行
う
数
値
計
算
を

ス
ク
リ
ー
ン
に
表
示
し
、わ
か
り
や
す
く
示
す
こ

と
も
で
き
ま
す
ね
。
�

大
学
教
育
の
一
つ
の
限
界
と
し
て
、こ
れ
ま
で
は

学
内
に
専
門
の
教
員
が
い
な
け
れ
ば
教
え
ら
れ

な
い
と
い
う
現
実
が
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
、こ
の

方
法
が
軌
道
に
乗
れ
ば
、極
端
な
話
、学
生
は
2

倍
の
講
義
科
目
か
ら
関
心
に
応
じ
た
も
の
が
選

べ
ま
す
。
実
際
、今
回
武
蔵
大
学
と
交
換
し
て
行

う
講
義
は
、い
ず
れ
も
、自
分
の
大
学
で
は
学
べ

な
い
も
の
を
用
意
し
て
い
る
ん
で
す
よ
。
�

│
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な
る
ほ
ど
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
授
業
の
計
画

は
、こ
れ
ま
で
の
大
学
教
育
を
変
え
て
し
ま
う

可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
ね
。
�

��井
上
先
生
　
た
だ
、こ
れ
は
あ
く
ま
で
可
能
性

の
一
部
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、武
蔵
大

学
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、い
く
つ
か
の
大
学
に
こ
う

し
た
取
り
組
み
を
広
げ
て
い
く
こ
と
も
考
え
ら
れ

ま
す
。
実
現
す
れ
ば
、お
互
い
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が

充
実
す
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、共
同
で
シ
ス
テ

ム
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
け
る
わ
け
で
す
か
ら
、

よ
り
充
実
し
た
環
境
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で

き
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、大
学
に
居
な
く
て
も
、い

つ
で
も
ど
こ
で
も
授
業
を
受
け
ら
れ
る
環
境
を
提

供
す
る
こ
と
も
実
現
不
可
能
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
�

│
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し
か
し
、ど
こ
に
い
て
も
好
き
な
授
業
が

受
け
ら
れ
る
と
い
う
夢
の
環
境
が
現
実
の
も
の

と
な
れ
ば
、今
度
は
大
学
の
講
義
室
に
学
生
が

集
ま
ら
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
�

藤
川
先
生
　
い
え
、現
実
問
題
と
し
て
そ
れ
は

な
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
と
い
う
の
も
、講

義
は
何
と
言
っ
て
も
ラ
イ
ブ
が
面
白
い
わ
け
で
す

よ
。
直
接
触
れ
合
う
こ
と
で
得
る
こ
と
も
多
々
あ

る
の
で
す
。
教
員
だ
っ
て
学
生
の
反
応
を
見
な
が

ら
、講
義
の
筋
書
き
を
さ
ま
ざ
ま
に
展
開
し
て
い

く
わ
け
で
す
か
ら
。
�

例
え
ば
、海
外
提
携
大
学
と
甲
南
の
教
室
を
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
結
び
、提
携
大
学
の
教
授
に
講

義
を
行
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
可
能
性
と
し
て
考

え
ら
れ
ま
す
が
、そ
の
場
合
、甲
南
で
海
外
の
授

業
が
受
け
ら
れ
る
か
ら
と
い
っ
て
留
学
に
興
味
が

な
く
な
り
ま
す
か
？ 

む
し
ろ
、さ
ら
に
興
味
が
わ

き
、早
く
海
外
で
授
業
を
受
け
て
み
た
い
と
思
う

で
し
ょ
う
。
�

��藤
川
先
生
　
甲
南
大
学
の
考
え
る
e
ラ
ー
ニ
ン

グ
と
は
、集
合
型
の
授
業
に
と
っ
て
代
わ
る
も
の

で
は
な
く
、ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
、補
助
的
に
実

施
し
て
い
く
も
の
で
し
ょ
う
。
た
だ
し
、い
ま
ま
で

築
い
て
き
た
甲
南
大
学
の
教
育
資
産
を
い
か
に
次

に
結
び
つ
け
て
い
く
か
、い
ま
の
ス
タ
イ
ル
を
い
か

に
よ
り
よ
く
変
え
て
い
け
る
か
の
カ
ギ
を
、e
ラ
ー

ニ
ン
グ
が
握
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。�

井
上
先
生
　
私
は
昨
年
、甲
南
大
学
に
着
任
し

た
時
、情
報
シ
ス
テ
ム
の
充
実
度
に
す
ご
く
驚
い

た
ん
で
す
ね
。
今
後
、e
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
る
新
し

い
大
学
教
育
の
カ
タ
チ
を
、甲
南
が
先
頭
に
立
っ

て
発
信
し
て
い
く
こ
と
も
十
分
可
能
だ
と
思
い

ま
す
。
�

フロンティアで学ぶということ�

武
蔵
大
学
と
の
遠
隔
授
業
が
ス
タ
ー
ト�

国
内
外
の
大
学
と
連
携
の
可
能
性
も
�

甲
南
か
ら
発
信
す
る
教
育
の
可
能
性�

1959年、理学部に経営理学科を増設し、大型電子計算機（IBM416型）を導入
したことに始まり、1976年には現在の情報教育研究センターである電子計算セ
ンターを開設。私学でいち早く、先進の情報教育環境を充実させました。最近で
は、私立大学情報教育協会の「サイバーキャンパスコンソーシアム事業」に積
極的に参加してWeb上で他大学と提携しているほか、学生が、いつでも、どこか
らでも学内ネットワークにアクセスできる独自の「甲南Ｓ-net」も実現しています。�

甲南大学情報化への歩み�

　
文
部
科
学
省
が
推
し
進
め
る
補
助
事
業
の
一
つ
に
、「
サ
イ
バ
ー
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
事
業
」
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
活
用
し
、国
内
外
の
大
学
と
連
携
し
て
教
育
研
究
を
推
進
し
よ
う
と
す
る
私
立
大
学

を
、国
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
よ
う
と
す
る
制
度
。甲
南
大
学
は
、本
年
度
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
申
請
で
こ
の
採
択
を
受
け

ま
し
た（
採
択
校
は
全
国
か
ら
私
大
23
校
、う
ち
関
西
は
7
校
）
。�

　
甲
南
大
学
は
、近
年
の
I
T
ブ
ー
ム
に
乗
せ
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、時
間
や
空
間
の
制
限
を
超
え
、大
学
教
育
の

可
能
性
を
拡
げ
る
具
体
的
な
方
法
と
し
て
、い
ち
早
く
I
T
の
活
用
に
目
を
向
け
、積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

そ
の
実
績
が
評
価
さ
れ
た
た
め
、今
回
の
採
択
と
な
り
ま
し
た
。�

　
で
は
具
体
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
内
容
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。授
業
に
積
極
的
に
I
T
を
取
り
入
れ
て
い
る

経
済
学
部
の
藤
川
清
史
教
授
、甲
南
大
学
の
情
報
化
を
幅
広
く
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
情
報
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
の

井
上
明
講
師
の
お
二
人
に
伺
い
ま
し
た
。�

 

ス
ピ
ー
ド
社
会
の
教
育
、e
ラ
ー
ニ
ン
グ�

910

時
間
、空
間
の
壁
を
払
う�

遠
隔
教
育
　
可
能
性�

の�



●先生からのメッセージ�

ようこそ！知のテーマパークへ�

在
日
外
国
人
と
向
き
合
い
、�

民
族
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
考
察�

在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
の�

文
化
や
意
識
を
調
査�

外
国
人
の
多
い
長
田
に
根
付
い
た
、�

8
カ
国
語
F
M
放
送
局
を
取
材
�

最
後
ま
で
仲
間
と
協
力
し
合
い
、�

多
文
化
共
生
の
深
み
に
迫
っ
た�

先 生 は こ の 人 !

法学部法学科  3年次�
左から、金村 実香さん、本山 真和さん、�
森本 麻実子さん、大部 晃司さん�

所属学生数／24名（3年次）�

●巨大経済圏アジアにおける�
　華僑・華人の活動とネットワーク�

●戦後補償をめぐる�
　法的・政治的諸問題�

●W杯から見る共催国“韓国”�

●神戸のイスラム教コミュニティー�
　について�

●ユダヤ人迫害とホロコースト�

●テロリズムの社会的背景�

主な研究テーマ� 私のゼミでは、今回の「在日韓国人の生活と文化」をはじめ、

「ユダヤ人とユダヤ教」「モスクとイスラム教」「中国人コ

ミュニティー」などをテーマに、民族や宗教対立の問題を

研究しています。学生には文献を調べるだけではなく、特

にフィールドワークによる研究を指導していますね。それは、

新聞や雑誌など、マスメディアからは見えてこない真相を

自分で解き明かしていく過程には、より大きな探究の面白

味が隠れているから。これを味わい、学問への興味をもっ

と広げてもらいたいと考えています。また、研究成果は、国

際化の進む中にあって学生にきっとプラスに働くものばか

り。多民族都市はどうあるべきか、理想的な共生とはどうあ

るべきかなどについて考えていくことは、外国人移住者が

増え、ますます多民族化していく日本の社会において、自

分がいかに生きるべきかを示すカギとなるでしょう。�

水島ゼミDATA

グローバル化の進む現代に通用する、�
国際感覚を身につけて欲しい�

自分たちと異なる価値観を�
発掘していく研究が面白い！�
�

ゼ ミ 生 の 証 言 �

　
日
本
と
諸
外
国
の
交
流
が
活
発
に
な
り
、国
内
に
お
い

て
も
「
内
な
る
国
際
化
」
が
進
ん
で
い
る
。し
か
し
、こ
れ
は

い
ま
に
始
ま
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、日
本
の
発
展
は
、外
国

文
化
と
の
融
合
に
支
え
ら
れ
て
き
た
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
。
中
で
も
甲
南
大
学
の
地
元
、神
戸
は
、九
州
・
長

崎
の
よ
う
に
貿
易
の
窓
口
と
し
て
栄
え
た
街
。
外
国
の
文

化
と
す
っ
か
り
溶
け
込
ん
だ
姿
が
街
並
み
か
ら
も
窺
え
る
。

水
島
ゼ
ミ
で
は
民
族
や
宗
教
の
問
題
を
研
究
し
て
い
る
が
、

何
も
広
い
世
界
に
ば
か
り
目
を
向
け
る
の
で
は
な
く
、日

本
の
内
な
る
多
民
族
化
に
目
を
向
け
、国
際
化
す
る
日
本

の
縮
図
で
あ
る
神
戸
か
ら
そ
の
問
題
に
迫
ろ
う
と
し
て
い

る
。
学
生
た
ち
は
6
班
に
分
か
れ
、華
僑
や
イ
ス
ラ
ム
、ユ

ダ
ヤ
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
に
焦
点
を
あ
わ
せ
、フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
を
通
し
て
調
査
・
検
証
。
年
に
4
回
の
発
表
と
討
議

を
行
い
、在
日
外
国
人
た
ち
の
民
族
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー

を
追
究
。い
ま
ま
で
見
え
な
か
っ
た
実
体
を
解
き
明
か
し

て
い
く
。
そ
の
集
大
成
と
し
て
、今
年
の
学
園
祭
で
は
、自

作
映
画
「
多
民
族
刑
事
〜
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
・
レ
ポ
ー
ト
〜
」

と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
カ
タ
チ
で
の
研
究
発
表
も
行
っ
て
い
る
。
�

���　
今
回
発
表
し
た
韓
国
民
族
・
文
化
班
が
調
査
し
た
の
は
、

在
日
外
国
人
の
約
40
％
近
く
を
占
め
る
在
日
韓
国
・
朝

鮮
人（
在
日
コ
リ
ア
ン
）の
生
活
・
文
化
に
つ
い
て
。
�

　
韓
国
と
言
え
ば
、サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
共
催
で
、

日
本
と
団
結
し
、協
力
し
合
っ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。

い
ま
、お
互
い
の
国
の
関
係
は
非
常
に
親
密
度
を
増
し
て

い
る
よ
う
だ
。
し
か
し
、日
韓
の
外
交
史
を
振
り
返
っ
て
み

れ
ば
、こ
の
よ
う
な
付
き
合
い
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の

も
、ご
く
最
近
の
こ
と
。
特
に
在
日
韓
国
人
の
方
々
に
と
っ

て
は
、過
去
の
歴
史
を
忘
れ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、そ

ん
な
中
、見
せ
か
け
だ
け
で
な
く
、両
者
の
共
生
関
係
は

本
当
に
進
ん
で
き
た
と
言
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
�

　
班
の
メ
ン
バ
ー
は
文
化
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
テ
ー

マ
に
、そ
の
真
相
の
究
明
に
挑
ん
だ
。
彼
ら
は
ま
ず
、幅
広

く
文
献
や
資
料
を
調
べ
、議
論
を
繰
り
返
し
た
末
、フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
対
象
や
内
容
を
練
り
上
げ
た
。フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
先
と
し
て
彼
ら
が
ま
ず
足
を
運
ん
だ
の
は
、在

日
コ
リ
ア
ン
が
多
く
暮
ら
す
大
阪
・
鶴
橋
商
店
街
。こ
こ

で
彼
ら
は
、在
日
1
世
、2
世
、3
世
と
各
世
代
ご
と
に
、

結
婚
、名
前
、文
化
の
継
承
な
ど
に
対
す
る
考
え
方
に
つ

い
て
在
日
コ
リ
ア
ン
の
方
々
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
開
始
し
た
。
�

　
「
私
た
ち
が
テ
ー
マ
の
一
つ
と
し
た
”民
族
を
超
え
て
の

結
婚
“
と
言
え
ば
、障
壁
が
多
い
と
予
測
さ
れ
る
の
に
、最

近
で
は
、在
日
コ
リ
ア
ン
と
日
本
人
と
の
結
婚
が
増
え
て

き
て
い
る
と
い
う
事
実
が
あ
る
そ
う
で
す
。ま
た
、あ
る
在

日
1
世
の
方
か
ら
は
、『
結
婚
は
認
め
な
い
が
、子
ど
も
に

は
祖
国
の
文
化
や
生
活
を
そ
の
ま
ま
伝
え
る
よ
り
、こ
こ

に
生
き
た
証
と
し
て
、日
本
の
文
化
と
混
ざ
り
合
っ
た
 

”在
日
文
化
“を
受
け
継
い
で
欲
し
い
』
と
い
っ
た
考
え
を

持
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
も
聞
け
ま
し
た
。
想
像
し
て
い
た

以
上
に
ず
っ
と
、在
日
コ
リ
ア
ン
の
方
々
は
日
本
人
と
の
共

生
を
望
み
、取
り
組
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

と
、班
の
一
人
は
、見
聞
き
し
て
き
た
在
日
コ
リ
ア
ン
の
本

音
を
伝
え
る
。
�

���　
次
に
班
は
、神
戸
で
も
在
日
コ
リ
ア
ン
が
多
く
住
む
長

田
区
で
、8
カ
国
語
で
放
送
し
て
い
る
「
F
M
わ
ぃ
わ
ぃ
」

と
い
う
ラ
ジ
オ
局
で
キ
ャ
ス
タ
ー
を
務
め
る
在
日
2
世
の

全
さ
ん
を
訪
ね
た
。
長
田
区
に
は
、在
日
コ
リ
ア
ン
を
は

じ
め
、ベ
ト
ナ
ム
人
、中
国
人
、フ
ィ
リ
ピ
ン
人
な
ど
ア
ジ

ア
を
中
心
と
し
た
28
カ
国
の
外
国
籍
の
人
が
住
ん
で
い

る
。
全
さ
ん
が
ラ
ジ
オ
に
登
場
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

1
9
9
5
年
1
月
17
日
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
ま
で
遡
る
。

日
本
語
の
わ
か
ら
な
い
外
国
人
が
た
く
さ
ん
い
る
避
難
所

で
、入
っ
て
く
る
ニ
ュ
ー
ス
は
日
本
語
ば
か
り
。
同
胞
に
、特

に
在
日
1
世
の
人
た
ち
に
、自
分
の
国
の
音
楽
や
言
葉
、

正
確
な
情
報
を
聞
か
せ
て
安
心
さ
せ
た
い
と
い
う
想
い
が

募
り
、朝
鮮
語
、ベ
ト
ナ
ム
語
、中
国
語
、ブ
ラ
ジ
ル
人
に
向

け
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、フ
ィ
リ
ピ
ン
人
に
向
け
て
タ
ガ
ロ
グ

語
な
ど
8
カ
国
語
で
情
報
発
信
で
き
る
ラ
ジ
オ
局
が
開

局
さ
れ
た
の
だ
。
班
の
メ
ン
バ
ー
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で

こ
う
し
た
事
実
も
突
き
止
め
た
。
�

���　
他
の
学
生
た
ち
が
感
心
す
る
中
、メ
ン
バ
ー
の
一
人
は

「
今
回
、僕
た
ち
は
、半
年
を
か
け
て
6
回
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。
初
め
て
の
こ
と
で
聞
き
に
く
い

話
や
、失
礼
か
も
知
れ
な
い
言
葉
に
神
経
質
に
な
り
な
が

ら
、不
安
だ
ら
け
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、回
を
重
ね
る

ご
と
に
取
材
に
慣
れ
、文
化
の
違
う
外
国
人
と
日
本
人
が

ど
う
共
生
し
て
い
く
べ
き
な
の
か
を
少
し
ず
つ
深
く
考
え

て
い
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、長
期
に
わ

た
っ
て
グ
ル
ー
プ
で
そ
ん
な
思
い
を
共
有
し
、支
え
合
っ
て

こ
れ
た
か
ら
こ
そ
、今
回
の
研
究
レ
ポ
ー
ト
を
完
成
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
、研
究
で
学
び
得
た
思
い
を

伝
え
、発
表
を
ま
と
め
た
。
�

　
神
戸
の
歴
史
に
深
く
根
づ
く
民
族
や
宗
教
の
問
題
。

あ
た
り
ま
え
に
過
ご
し
て
い
る
と
気
づ
か
な
い
こ
と
を
彼

ら
は
追
究
し
て
い
っ
た
。「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
よ
る
人

の
出
会
い
は
お
互
い
を
豊
か
に
成
長
さ
せ
、そ
の
結
果
、

解
決
策
に
歩
み
寄
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
」
と
水
島

助
教
授
は
語
る
。
�

インタビューを通したフィールドワークは、人の中に潜むア

イデンティティーを探究する発掘作業のようなもの。コツ

コツとした地道な作業ですが、新鮮な発見に出合う面白

さがあり、つい、ハマってしまいます。例えば、外国人の方々

を取材する中で、思いもよらなかった生活・文化、意識の

違いを目の当たりにし、驚くことも少なくありません。異な

る考え方や物のとらえ方に出合うと、いままでの自分の考

えが偏ったものであることがわかり、世界が広がって見え

ます。また、こんな授業のおかげで、海外の時事問題を取

り上げるニュースを見ていても、背景にどんな民族意識

の違いや対立があるのかを考えるようになりました。�

現在、世界の各地で生じている民族・宗教間

の摩擦や紛争に焦点を当てて考察。水島先

生自身は、政治学を専攻。オランダを軸に、

比較の視点を重視しながら、現代ヨーロッパ

政治を研究している。�

法学部法学科　水島  治郎 助教授�

民族問題、ヨーロッパ統合など�
現代政治の諸問題を検討�

国
際
都
市
神
戸
の
足
元
か
ら
、�

多
文
化
共
生
を
考
え
て
み
よ
う�

1112

ゼミ生の制作した映画「多民族
刑事」でも、結婚を望む日本人
男性と韓国人女性が、国籍の壁
にぶつかるというシーンが。普段
の学びが詰め込まれている。�

7月から長期にわたって続けられたフィールドワークの成果を
発表する学生たち。研究内容に、ゼミ生全員が興味津々。�

←
映
画
の
ワ
ン
シ
ー
ン
�
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ライプツィヒ大学（ドイツ）�
での留学生活も、�
5ヶ月目に入りました�
�

世界の研究者が集まるユタ州で、�
環境経済学の最先端を追究しています�

甲
南
大
学

甲
南
大
学
で
は
、学
生
学
生
た
ち
の
国
際
的

国
際
的
な
視
野
視
野
を
養
う
養
う
た
め
に
「
外
国
留
学
制
度

外
国
留
学
制
度
」
を
は
じ
め
、�

多
彩
多
彩
な
国
際
交
流

国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
実
施
し
て
い
ま
す
。ま
た
、専
任
教
員

専
任
教
員
の
研
究
能
力

研
究
能
力
を
い
っ
そ
う
そ
う
高
め
る
た
め
に
、�

海
外
海
外
の
大
学
大
学
な
ど
で
学
術
研
究

学
術
研
究
、調
査
調
査
を
行
う
行
う
国
外
派
遣

国
外
派
遣
を
奨
励
奨
励
し
て
い
ま
す
。今
回
今
回
は
こ
の
よ
う
な
制
度
制
度
を
利
用
利
用
し
て
、�

留
学
留
学
、国
外
研
究
中

国
外
研
究
中
の
教
授
教
授
や
学
生
学
生
が
送
っ
て
く
れ
た
メ
ー
ル
か
ら
、海
外
海
外
の
学
び
や
研
究
研
究
を
紹
介
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。�

甲
南
大
学
で
は
、学
生
た
ち
の
国
際
的
な
視
野
を
養
う
た
め
に
「
外
国
留
学
制
度
」
を
は
じ
め
、�

多
彩
な
国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
ま
す
。ま
た
、専
任
教
員
の
研
究
能
力
を
い
っ
そ
う
高
め
る
た
め
に
、�

海
外
の
大
学
な
ど
で
学
術
研
究
、調
査
を
行
う
国
外
派
遣
を
奨
励
し
て
い
ま
す
。今
回
は
こ
の
よ
う
な
制
度
を
利
用
し
て
、�

留
学
、国
外
研
究
中
の
教
授
や
学
生
が
送
っ
て
く
れ
た
メ
ー
ル
か
ら
、海
外
の
学
び
や
研
究
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。�

経済学部　小山 直樹 教授�

文学部英語英米文学科４年　松本 久美子さん�

私のバースデイパーティ（中央が松本さん）�

写真に写っている大変美しい山を、朝夕見て大学へ通っています。�

　私は英語英米文学科にもかかわらずドイツ留学を希望しました。それは、私には

自信を持てる特技や趣味がなかったからです。何か、人より秀でるものが欲しかった

からです。3年前に海外語学講座でドイツでの短期留学を経験しました。その時に「ド

イツ語に私の学生生活を割いてみよう」と思いました。いま私はドイツ語の習得で

悩むこともありますが、自分自身が何かに向かって進んでいる姿勢は、私の中で“意

味”と“価値”があります。私が学生生活で得たものは、ドイツ語という打ち込める

ものに出会えたことだと思います。�

　さて、こちらの大学では冬学期の試験ラッシュを迎えています。私も既にいくつか

の筆記試験を受け課題を提出しました。私の受講している授業は留学生向けのド

イツ語文法のクラスが４つ、英語のWritingのクラス、あと日本語学科の翻訳のクラ

スです。ドイツ語のクラスでは日本で習わなかったような文法や構文を扱っています。

いまではようやく慣れてきたものの、日本語でも難しいドイツ文法を、ドイツ語で理

解し、習得するのは、時間がかかり困難なものでした。また、英語のクラスでも、ヨー

ロッパの人は、英語ができて当たり前、ということに驚き、自分が英語英米文学科だ

というのにちっとも話せないことに恥ずかしくなりました。ドイツ語も英語もマスター

できれば最高ですが、どのクラスでも、そのときの私の“成果”としてできるだけ単

位はとって帰りたいと思っています。�

　ドイツに留学をして、私は「自分以上に上手なドイツ語を話す留学生はたくさん

いる」ということを痛感しましたが、同時に人と比較する必要も感じなくなりました。

きっと私にできることをしていけば結果は自ずからついてくると信じています。日本

にいるときよりも自分のことについて考えることが多くなり、またドイツ語について

悩むこともありますが、残されたあと７ヶ月、もっと自分自身に自信を持てるように、こ

れまで以上にドイツ語習得に力を注ぎたいと思っています。�

甲
南
生
、教
授
の
留
学
便
り�

　私は現在、国外研究で米国Utah州の北端にあるUtah State 

University（USU）に滞在しています。ここの経済学科は、環境

経済学の研究をしている研究者が比較的多く集まっていて、こ

の分野における米国内の最新情報を学ぶには大変都合が良い

ところです。私の当初の目的は、国際的な環境協定に関する米

国内の研究動向を調べることにありました。しかし、こちらに来て

わかったことですが、米国における環境経済学のメインストリー

ムはどうやら環境価値に関する実証研究にあるようです。これま

でに参加した学内のセミナーは、どれも環境価値の実証分析に

関連したものでした。一例をあげると、カナダにおけるスポーツ

フィッシング需要が、政策当局の政策の変更―たとえば、入漁料

の値上げ―などによってどの程度影響を受けるか推計した研究

報告がありました。これらの研究は、日本でも徐々に行われるよう

になってきたようですが、まだまだ導入段階です。そこで、私は滞

米中の研究を環境価値の実証分析の方法論を学ぶことに切り

替えることにしました。現在、鋭意勉強中です。�

　さて、USUのメインキャンパスは、冬季オリンピックで知られる

ようになったSalt Lake Cityから車で１時間半ほど北にあるCity 

of Loganに位置しています。ここCity of Loganは、Rocky 

Mountainsのふところに抱かれたCache Valleyのなかにある人

口５万人ほどの閑静な街です。メインキャンパスは、Loganの東

端にあるOld Main Hillの上にあり、丘の西端からはLogan市街

とCache Valleyを一望できます。�

　USUは1988年に農業大学として創立され、現在はAgricul-

ture, Business, Education, Engineering, Family Life, Hu-

manities / Arts and Social Sciences, Natural Resources, 

Scienceの８つのCollegeから構成されています。主力はやはり

農学部で、Aggie（農業大生）というロゴがUSUのシンボルにも

なっています。また、現在の学生数は約22000人ほどですが、そ

のうち1000人ほどが海外からの留学生だということです。日本か

らの留学生も結構いるらしいのですが、キャンパスでよく見かけ

るのはインドと中国、そして韓国からの留学生ばかりです。�

　ところで、Utahでは、だいたい９月の終わりごろに初雪があり、

翌年の春５月ごろまで積雪が観測されるようです。したがって、

Winter Sportsが盛んですから、スキーが好きな人にとっては天

国かもしれません。ただし、ここは砂漠地帯なので、空気が大変

に乾燥しています。おかげで、室内では加湿器を常時作動させ

ていないと、ドアノブに触ったときたいていショックを受けること

になります。このように、Loganの冬は寒くて乾燥していて、日本

人には少々厳しい気候ですが、風景の美しさは文句無く抜群です。

それに治安の良さは日本に匹敵するでしょう。�

　最後に、この土地に住む人たちの人柄について一言。物静か

で親切、そしてみんな働き者。どこか日本人と共通する優しさを

Loganの人々に感じます。�

世�界�と�つ�な�が�る�！�



取材に出席された方 ： 岡本晟さん（'55年経卒）、西川陽一さん（'59年経卒）、樋口孝幸さん（'63年経卒）、大森清さん（'64年理卒）、�
富岡隆一さん（'66年法卒）、山西商平さん（'68年文卒）、小田辰浩さん（'69年法卒）、吉川繁年さん（'69年営卒）、�
田邉忠夫さん（'89年理卒）、大澤剛さん（'94年経卒）、天野裕介さん（'99年営卒）、学生  池田敦さん（経3、副指揮者）�

クラブつながリレーション�クラブつながリレーション�

創立より、いまへ受け継ぐスピリッツ�

クラブつながリレーション�クラブつながリレーション�

創立より、いまへ受け継ぐスピリッツ�

文化会文化会 古美術研究会�

【創　　部】昭和26（1951）年�
【部  員  数】20人（2002年7月現在）�
【主な実績】�

1951�
1952�
1953�
�
1954�
�
�
1955�
1956�
�
1960�
�
1961�
1966�
�
1967�
�
1981�
�
1982�
�
1985�
�
1987�
�
�
1991�
�
2001�
�
2002

大学開学と共に9名のメンバーで発足�
新入部員15名を迎え、本格的に始動�
第1回リサイタルを甲南大学講堂に
て開催／関西合唱コンクールに参加�
ABC朝日放送「リンレースミュージッ
ク」へ出演／第1回甲南学園音楽会
が大阪産経会館で開催�
兵庫県音楽コンクールで優勝�
第1回演奏旅行（諏訪市民会館）、 
その後、全国各地に演奏旅行を行う�
第1回神戸市コーラスコンクールで
男声合唱の部一位�
学習院大学との交歓演奏会開始�
第15回記念リサイタルを東京と神戸
で開催�
甲南・関学・同志社・関大・立命館・阪
大で関西六大学合唱演奏会を開催�
創部30周年記念演奏会を神戸国際
会館で開催�
京大・九大・甲南ジョイントコンサート
を京都会館で開催�
現役・OB交歓合唱演奏会を大阪厚
生年金会館で開催�
オーストラリアへ演奏旅行 トゥーン
バー、ブリスベン、ゴールドコースト、
メルボルンにて演奏会を開催�
創部40周年記念演奏会をいずみホ
ールで開催�
創部50周年記念演奏会を神戸国際
会館こくさいホールで開催�
第50回記念リサイタルを神戸松方ホ
ールで開催�
�

▲第50回甲南大学グリークラブリサイタル〔2002年12月神戸松方ホール〕記念の委嘱作品『リグ・ヴェーダ』を現役・OB合同で初演。� ▲1975年／対学習院大学・成蹊大学バレーボール定期戦20周年記念に集った三大学のOB（於甲南大学）�

1995年／1部リーグ�
春・秋連続優勝時の�
記念トロフィーと楯。�

体育会 バレーボール部�

取材に出席された方 ： 吉原淳夫さん（'55年経卒）、入江健蔵さん（'60年経卒）、半井俊明さん（'66年営卒）、�
南出正太郎さん（'67年営卒、監督）、阿久沢亮さん（'67年経卒）、服部美雄さん（'69年経卒、OB会長）、志賀昌明さん（'69年経卒）、�
南則夫さん（'70年営卒）、村田幸雄さん（'72年法卒）、濱頭辰治さん（'92年経卒、コーチ）、学生 中川優太さん（文2、マネージャー）�

　
旧
制
高
校
に
は
部
が
な
か
っ
た
た
め
、バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
の
活
動
は
、ま
ず
コ
ー
ト
作
り
か
ら
始

ま
っ
た
。
創
立
メ
ン
バ
ー
の
吉
原
さ
ん
は
「
東
館

と
講
堂
の
間
に
あ
る
中
庭
の
石
を
拾
い
、草
を

抜
き
、ポ
ー
ル
も
自
分
た
ち
で
立
て
た
ん
で
す
」

と
振
り
返
る
。
経
験
者
は
２
人
だ
け
だ
っ
た
が
、

チ
ー
ム
は
み
る
み
る
成
績
を
伸
ば
し
、２
年
後
に

は
４
部
か
ら
３
部
へ
、５
年
後
に
は
２
部
に
昇
格
。

’６０ 
年
に
は
２
部
優
勝
を
果
た
す
。
’６４ 
年
に
な
る

と
、部
員
も
３０
数
名
に
増
加
。
失
セ
ッ
ト
０
で
完

全
優
勝
し
、つ
い
に
１
部
リ
ー
グ
入
り
も
果
た
し

た
。
当
時
の
エ
ー
ス
ア
タ
ッ
カ
ー
、半
井
さ
ん
は
「
頓

宮
さ
ん
が
キ
ャ
プ
テ
ン
で
練
習
は
厳
し
か
っ
た
が
、

目
標
が
あ
り
、充
実
し
て
い
た
」
と
述
懐
す
る
。

頓
宮
さ
ん
と
は
、後
に
２５
年
間
に
わ
た
り
監
督

と
し
て
チ
ー
ム
を
支
え
、今
日
の
部
の
隆
盛
の
礎

を
築
い
た
”情
熱
の
男
“頓
宮
英
男
さ
ん
の
こ
と

だ
。
そ
の
練
習
の
ハ
ー
ド
さ
は
現
監
督
の
南
出
さ

ん
が
「
合
宿
で
は
1
日
で
体
重
が
3
キ
ロ
も
落

ち
た
」
と
言
う
ほ
ど
。
阿
久
沢
さ
ん
は
当
時
の

強
さ
を
「
常
勝
の
関
学
に
西
日
本
イ
ン
カ
レ
で

勝
ち
、準
優
勝
し
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
」

と
述
懐
す
る
。
�

　
そ
の
後
、’６６ 
年
に
部
は
、一
度
２
部
に
落
ち
る

が
、試
合
中
に
小
指
を
骨
折
し
な
が
ら
何
食
わ

ぬ
顔
で
フ
ル
セ
ッ
ト
を
戦
っ
た
村
田
さ
ん
ら
の
活

躍
で
、’７１ 
年
に
は
１
部
に
返
り
咲
く
。こ
の
復
活

劇
を
陰
で
演
出
し
た
の
が
、名
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と

言
わ
れ
た
志
賀
さ
ん
だ
。
戦
力
を
立
て
直
す
た

め
、当
時
高
校
の
エ
ー
ス
だ
っ
た
村
田
さ
ん
を
は

じ
め
、選
手
集
め
に
奔
走
し
た
の
だ
。
�

　
当
然
、次
の
目
標
は
１
部
優
勝
。
だ
が
、部
は

そ
の
後
低
迷
期
を
迎
え
る
。
’８４ 
年
に
は
再
び
１

部
復
帰
を
果
た
す
が
、優
勝
と
い
う
宿
願
を
果

た
し
た
の
は
’９５ 
年
。
阪
神
大
震
災
と
い
う
試
練

に
見
舞
わ
れ
、大
学
は
瓦
礫
の
山
と
な
り
、学
連

委
員
だ
っ
た
瀬
野
保
さ
ん
を
失
っ
て
し
ま
う
。
悲

し
み
に
包
ま
れ
、当
時
監
督
を
務
め
て
い
た
頓
宮

さ
ん
も
病
床
に
あ
っ
た
。
愛
知
大
学
の
好
意
で
練

習
場
所
は
確
保
で
き
た
も
の
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

は
最
悪
。
し
か
し
、チ
ー
ム
は
破
竹
の
９
連
勝
で

１
部
優
勝
。
翌
日
、そ
れ
を
待
っ
て
い
た
か
の
よ

う
に
、頓
宮
監
督
の
訃
報
が
入
る
。
選
手
た
ち
は

こ
の
２
人
の
遺
影
と
共
に
プ
レ
イ
し
、秋
季
１
部

リ
ー
グ
連
覇
、全
日
本
イ
ン
カ
レ
で
は
ベ
ス
ト
８

に
食
い
込
む
健
闘
を
見
せ
た
。
�

　
あ
れ
か
ら
8
年
、現
コ
ー
チ
の
濱
頭
さ
ん
は
「
私

に
は
、試
合
に
せ
り
負
け
、2
部
に
落
ち
た
経
験

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
痛
感
し
た
の
が
、先
輩
方

が
こ
れ
ま
で
実
践
し
て
こ
ら
れ
た
、チ
ー
ム
を
思

い
や
る
心
か
ら
生
ま
れ
る
団
結
力
と
厳
し
い
練

習
が
培
う
精
神
力
の
大
切
さ
。
こ
れ
を
肝
に
銘

じ
、頓
宮
監
督
が
夢
見
て
い
た
全
国
制
覇
を
実

現
し
た
い
」
と
力
強
く
語
る
。
現
役
の
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
中
川
さ
ん
も
そ
の
言
葉
に
応
え
、「
リ
ー
グ

優
勝
が
先
決
で
す
が
、目
標
は
常
に
高
く
持
っ
て

い
た
い
」
と
言
葉
を
確
か
め
る
よ
う
に
話
す
。
彼

ら
現
役
の
選
手
た
ち
が
、５０
年
に
わ
た
っ
て
つ
な

い
で
き
た
情
熱
と
い
う
ボ
ー
ル
を
受
け
、こ
れ
か

ら
ど
う
戦
っ
て
い
く
か
、見
守
っ
て
い
き
た
い
。
�

【創　　部】1951年�
【部  員  数】17人（2003年2月現在）�
【主な実績】�

1951�
1952�
1954�
�
1955�
1958�
1959�
1961�
1963�
�
1964�
�
1965�
1966�
1970�
1971�
1972�
1975�
1981�
1983�
1984�
�
1985�
1986�
1990�
�
1991�
1992�
�
1993�
�
1994�
1995�
�
�
1996�
�
1997�
1998�
2000�
2001�
�
2002

バレーボール部創部�
関西大学バレーボール連盟・4部に加盟�
秋季4部リーグ優勝、3部昇格／第1回
成蹊大学定期戦�
第1回学習院大学定期戦�
全近畿バレーボール大学選手権大会3位�
春季3部リーグ入替戦に勝ち、2部昇格�
春季2部リーグ優勝／6人制リーグ始まる�
秋季2部リーグ、天理大学と同率首位
となるもプレイオフで惜敗�
春季2部リーグで完全優勝、初の1部昇格�
関西学生選手権準優勝�
西日本学生、準優勝／関西インカレ3位�
2部降格�
全日本インカレベスト16�
春季2部リーグ優勝、1部復帰�
2部降格�
3部降格／秋季3部リーグ優勝も3部残留�
秋季3部リーグ優勝�
秋季3部リーグ優勝�
春季3部リーグ完全優勝で2部昇格／
秋季2部リーグ全勝優勝、1部昇格�
兵庫インカレ優勝�
関西インカレ準優勝�
ビーチバレージャパン近畿大会優勝／
兵庫インカレ優勝�
2部降格�
春季2部リーグ全勝優勝、1部昇格／
関西インカレ準優勝�
西日本インカレ3位／兵庫インカレ優勝
／全日本インカレ16位�
西日本インカレベスト8／兵庫インカレ優勝�
春季1部リーグ初優勝／西日本インカ
レ3位／全日本インカレベスト8進出／
秋季1部リーグ優勝連覇�
西日本インカレ準優勝／関西ビーチバ
レー優勝／関西インカレベスト8�
関西インカレ準優勝／西日本インカレ3位�
関西インカレ3位�
関西インカレ3位�
春季2部降格／秋季1部復帰／創部
50周年記念式典挙行�
秋季1部リーグ4位／全日本インカレ16位�

プレイヤー、マネージャー、監督、そしてOB�
チームが一つになったとき、ドラマが生まれた�

文化会  グリークラブ�

▲1958年／関西民放テレビでの生番組に出演。�

世代を越えたハーモニーに見た！�
連綿と受け継がれる甲南グリー精神�

　
’０１ 
年
９
月
、半
世
紀
の
歩
み
を
記
す
記
念
演

奏
会
が
、神
戸
こ
く
さ
い
ホ
ー
ル
に
満
員
の
聴
衆

を
迎
え
て
行
わ
れ
た
。「
親
子
以
上
の
年
齢
差
が

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、現
役
も
O
B
も
み
ん
な

同
じ
音
な
ん
で
す
。
受
け
継
が
れ
た
甲
南
の
音
で

し
た
。
心
が
一
つ
に
な
り
、甲
南
な
ら
で
は
の
ハ
ー

モ
ニ
ー
が
ホ
ー
ル
に
響
き
渡
っ
た
時
は
感
動
で
し

た
」
と
指
揮
を
し
た
天
野
さ
ん
が
想
い
を
伝
え
て

く
れ
た
。こ
の
世
代
を
越
え
た
合
唱
は
、ど
の
よ

う
な
軌
跡
を
経
て
生
ま
れ
た
の
だ
ろ
う
。
�

　
甲
南
大
学
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
は
、大
学
開
学
と
時

期
を
同
じ
く
し
て
誕
生
し
た
。
当
初
、部
員
は
１０

名
足
ら
ず
。混
声
合
唱
団
と
し
て
結
成
さ
れ
た
が
、

永
き
に
わ
た
る
友
情
を
築
き
た
い
と
い
う
想
い
か

ら
、男
性
だ
け
の
合
唱
団
と
し
て
発
足
。
初
め
は

指
導
者
も
な
く
、多
く
の
方
々
の
参
加
・
協
力
が

な
け
れ
ば
リ
サ
イ
タ
ル
を
開
け
な
い
状
態
で
、ク
ラ

ブ
の
運
営
が
軌
道
に
乗
る
ま
で
、数
年
を
要
し
た
。�

　
発
足
当
時
の
部
員
た
ち
は
、講
習
会
に
幾
度

と
な
く
足
を
運
び
、技
術
習
得
へ
の
努
力
を
惜
し

ま
な
か
っ
た
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
か
、や
が
て
教
会

の
ミ
サ
サ
ー
ビ
ス
に
出
て
く
れ
な
い
か
と
声
が
か

か
る
よ
う
に
な
り
、関
西
民
放
テ
レ
ビ
で
の
生
番

組
の
出
演
も
依
頼
さ
れ
た
。
�

　
’６３ 
年
頃
、グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
は
部
員
数
1
0
0
名

を
超
え
る
黄
金
期
を
迎
え
た
。
満
足
の
い
く
練
習

や
リ
サ
イ
タ
ル
が
行
え
る
体
制
が
つ
い
に
整
っ
た
の

だ
。「
専
門
知
識
を
も
つ
指
導
者
を
招
き
、本
格
的

な
発
声
に
よ
る
合
唱
が
よ
う
や
く
ス
タ
ー
ト
。
神

戸
国
際
会
館
で
の
リ
サ
イ
タ
ル
で
は
、三
宮
駅
ま

で
の
列
が
で
き
た
り
、追
っ
か
け
も
い
ま
し
た
よ
」

と
、最
盛
期
を
懐
か
し
む
O
B
の
様
子
に
も
、そ
の

頃
の
充
実
感
が
う
か
が
え
る
。�

　
と
こ
ろ
が
’７０ 
年
を
目
前
に
、黄
金
期
に
も
陰
り

が
見
ら
れ
始
め
る
。
部
員
数
は
３０
名
に
ま
で
減
少

し
た
が
、他
大
学
と
の
合
同
リ
サ
イ
タ
ル
を
試
み

る
な
ど
、活
動
の
幅
は
ま
す
ま
す
広
げ
て
い
っ
た
。
�

　
’８０ 
年
代
に
入
り
、部
員
数
も
１
０
０
名
規
模
ま

で
回
復
。
各
演
奏
会
の
開
催
も
盛
ん
に
な
り
、’８８ 

年
に
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
の
演
奏
旅
行
を
実
施
。

神
戸
市
の
後
援
を
受
け
て
、現
地
で
の
演
奏
会

も
成
功
裏
に
帰
国
し
た
。
平
成
に
入
る
と
部
員

数
は
次
第
に
減
少
し
て
い
く
中
、第
４０
回
の
リ
サ

イ
タ
ル
に
は
創
部
初
と
な
る
委
嘱
作
品
「
男
声

合
唱
組
曲
 
秋
の
流
域
」
を
初
演
す
る
。
�

　
残
念
な
が
ら
、い
ま
も
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
は
、最

盛
期
の
勢
い
を
取
り
戻
し
た
と
は
言
え
な
い
。
し

か
し
、発
足
人
で
あ
る
岡
本
氏（
O
B
会
初
代
会

長
）は
「
寿
岳
文
章
先
生
作
詞
の
す
ば
ら
し
い
学

園
歌
を
真
に
口
に
す
る
の
は
我
々
だ
。
歌
詞
に
込

め
ら
れ
た
言
葉
を
理
解
し
、伝
え
る
こ
と
こ
そ
グ

リ
ー
ク
ラ
ブ
の
使
命
」
と
、熱
い
想
い
を
現
役
た

ち
に
託
す
。
数
々
の
困
難
な
時
代
を
乗
り
越
え

な
が
ら
、甲
南
グ
リ
ー
メ
ン
た
ち
に
は
連
綿
と
こ

の
想
い
が
受
け
継
が
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
冒
頭

の
記
念
演
奏
会
に
て
、世
代
の
違
う
多
く
の
人
々

が
見
事
に
、歌
声
を
ま
と
め
ら
れ
た
理
由
が
わ
か

る
気
が
し
た
。「
先
輩
の
グ
リ
ー
へ
の
想
い
を
聞
け

て
よ
か
っ
た
。
僕
た
ち
も
僕
た
ち
な
ら
で
は
の
音

楽
を
作
っ
て
い
き
た
い
」
と
語
る
現
役
の
池
田
さ

ん
。こ
の
現
役
の
情
熱
が
学
園
に
見
事
な
ハ
ー
モ

ニ
ー
を
響
か
せ
続
け
る
こ
と
だ
ろ
う
。
�



 高・中Topics
トゥレーヌ甲南学園だより�

  

世
界
が
認
め
た
、ク
ラ
ブ
活
動
の
成
果  �

「
バ
ー
ク
リ
ー
音
楽
院
」�

 
給
費
生
を
レ
ポ
ー
ト 

�

　
甲
南
高
等
学
校
で
は
、知
識
を
積
み
重
ね
る
だ
け
で
な
く
、

創
造
力
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
た
め
、音
楽
・
美
術
・
書
道
・

体
育
な
ど
の
実
習
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
で

あ
る
ク
ラ
ブ
活
動
に
も
、積
極
的
に
取
り
組
み
、例
え
ば
、ブ

ラ
ス
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
部
で
は
、昨
年
の
夏
も
、神
戸
文
化
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
た
「Jap

an S
tud
ent Jazz F

estival

」
で
兵

庫
県
知
事
賞
を
受
賞
す
る
ほ
ど
の
好
成
績
を
残
し
て
い
ま

す
。
今
回
は
そ
ん
な
ブ
ラ
ス
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
部
の
活
動
を
通

し
て
、演
奏
技
術
を
評
価
さ
れ
、世
界
的
に
有
名
な
ア
メ
リ

カ
の
「
バ
ー
ク
リ
ー
音
楽
院
」
に
給
費
生
と
し
て
留
学
し
た

3
人
の
生
徒
を
レ
ポ
ー
ト
。
世
界
に
触
れ
て
さ
ら
に
広
が
っ

た
音
楽
活
動
へ
の
意
欲
な
ど
を
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。�

甲
南
体
験�

甲
南
体
験
�

よ
く
学
び
、よ
く
知
り
、よ
く
考
え
よ
う�

高・中にはお母さん方のためにホトトギス主宰、

稲畑汀子先生が指導されている甲南俳句・紅

梅の会があります。本書は長らく高・中で教え

ておられた著者が、その機関誌『紅梅』に19

回にわたって書かれた子規とその門弟たちの

師弟愛や友情の物語を、子規没後100年を記

念して朝日新聞社が刊行したものです。漱石、

虚子、碧梧桐、紅緑たちと子規との麗しい交友

が、俳句やエピソードをふんだんに交えて面白

く語られ、一般の読者や大学生はもちろん、高・

中生にとっても絶好の子規入門の書です。�

子規山脈�
師弟交友録�
日下 　一　著�
朝日新聞社�
￥2,500（税込）�

今
井 

尚
樹
君
　
甲
南
高
校
3
年
生
�

ウ
ッ
ド
ベ
ー
ス（
写
真
左
）�

李
　
祥
太
君
　
甲
南
高
校
3
年
生
�

ピ
ア
ノ（
写
真
中
央
）�

バ
ー
ク
リ
ー
音
楽
院
で
は
、�

ど
ん
な
体
験
が
で
き
ま
し
た
か
？
�

ま
さ
か
の
給
費
生
資
格
獲
得
�

自
分
の
耳
を
疑
い
ま
し
た
�

日
比 

準
二
君
　
甲
南
高
校
3
年
生
�

テ
ナ
ー
サ
ッ
ク
ス（
写
真
右
）�

　
僕
は
中
学
3
年
の
夏
に
賞
を
い
た
だ
き
、

高
校
1
年
次
に
渡
米
。
世
界
的
に
有
名
な
音

楽
大
学
な
の
で
期
待
を
も
っ
て
こ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
臨
み
ま
し
た
。
現
地
へ
行
く
と
、世
界

中
か
ら
音
楽
に
打
ち
込
む
人
た
ち
が
集
ま
っ

て
い
て
、し
か
も
自
分
と
同
い
年
の
人
が
上
手

に
弾
い
た
り
す
る
の
で
、ホ
ン
ト
び
っ
く
り
。い

い
刺
激
を
受
け
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、普
段

は
音
楽
の
理
論
を
習
う
機
会
が
少
な
い
の
で
、

講
義
を
通
し
て
学
べ
た
の
も
貴
重
な
体
験
。

ベ
ー
ス
の
ラ
イ
ン
の
作
り
方
な
ど
を
理
論
づ
け

て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。こ
れ
で

度
胸
が
つ
い
た
こ
と
も
あ
り
、翌
年
に
は
、イ

ギ
リ
ス
の
提
携
校
、ダ
リ
ッ
チ
校
へ
の
留
学
に

も
挑
戦
し
た
ん
で
す
よ
。
�

周
り
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
に
触
れ
、�

自
分
の
演
奏
が
変
わ
っ
た
�

ピ
ア
ノ
練
習
室
は
1
0
0
以
上
！
�

納
得
い
く
ま
で
練
習
で
き
た
�

　
バ
ー
ク
リ
ー
音
楽
院
っ
て
、さ
す
が
世
界

に
名
を
馳
せ
て
い
る
だ
け
あ
っ
て
、環
境
が

驚
く
ほ
ど
整
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。
例
え
ば
、

ピ
ア
ノ
を
設
置
し
た
防
音
室
な
ん
て
、ズ
ラ

リ
と
1
0
0
部
屋
く
ら
い
！ 

お
ま
け
に
、日

本
な
ら
近
所
迷
惑
で
遅
く
ま
で
は
練
習
で

き
な
い
ん
だ
け
ど
、希
望
者
は
深
夜
2
時
く

ら
い
ま
で
練
習
で
き
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て

い
て
。
嬉
し
く
て
、つ
い
、時
間
を
忘
れ
て
練

習
し
て
い
ま
し
た
ね
。
ま
た
、学
校
の
周
り

で
は
、日
本
で
は
考
え
ら
れ
な
い
く
ら
い
至

る
と
こ
ろ
で
ジ
ャ
ズ
の
ラ
イ
ブ
が
開
か
れ
て
い

る
の
で
、こ
れ
も
刺
激
的
。お
か
げ
で
海
外
に

も
興
味
が
わ
き
、4
月
か
ら
は
甲
南
大
学
の

Ｅ
Ｂ
Ａ
総
合
コ
ー
ス
に
進
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。�

上／街並みの一部がそのまま施設となっている�
　　「バークリー音楽院」�
下／世界中の音楽好きがここで学んでおり、日本人も少なくない�

　
2
年
生
の
夏
に
催
さ
れ
た「Japan 

S
tudent Jazz F

estival

」
は
忘

れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
甲
南
が
見
事
団
体
賞

を
獲
得
で
き
た
だ
け
で
な
く
、最
後
に
発
表

さ
れ
る
バ
ー
ク
リ
ー
賞
に
僕
と
李
君
が
選
ば

れ
、給
費
生
の
資
格
を
い
た
だ
け
た
か
ら
で

す
。
も
う
喜
び
は
2
倍
以
上
！ 

そ
れ
で
昨

年
の
夏
、バ
ー
ク
リ
ー
音
楽
院
の
サ
マ
ー
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

現
地
で
思
い
出
深
い
こ
と
で
す
か
？ 

サ
ッ
ク

ス
の
先
生
が
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
の
レ
ッ
ス
ン
中
、音

楽
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
可
能
性
を

熱
く
語
っ
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
か
な
。
春
か

ら
甲
南
大
学
に
進
み
ま
す
が
、ジ
ャ
ズ
研
究

会
で
仲
間
と
演
奏
の
楽
し
さ
を
分
か
ち
合

っ
て
い
き
た
い
。
�

『
サ
ッ
カ
ー
部
ダ
リ
ッ
チ
遠
征
』
�ト
ゥ
レ
ー
ヌ
甲
南
学
園
高
等
部
3
年
生
　
平
井 

数
磨 

君
�

後列右から4人目が平井君�

　
ト
ゥ
レ
ー
ヌ
甲
南
学
園
で
は
、サ
ッ
カ
ー
部
に
入

部
し
ま
し
た
。
入
学
当
時
の
部
員
は
２６
人
で
、一

番
活
気
の
あ
る
ク
ラ
ブ
で
し
た
。
当
時
、監
督
に
、

い
つ
も
目
標
は
ダ
リ
ッ
チ
だ
と
言
わ
れ
続
け
て
き

ま
し
た
。
ダ
リ
ッ
チ
戦
は
、私
た
ち
に
と
っ
て
、一

番
大
事
な
試
合
だ
っ
た
の
で
す
。
�

　
３
年
生
に
な
り
キ
ャ
プ
テ
ン
を
任
さ
れ
た
私
は
、

大
い
に
や
る
気
に
満
ち
、楽
し
く
活
気
の
あ
る
部

に
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。
春
、夏
、秋
と
順

調
に
試
合
を
勝
ち
続
け
、個
人
が
ど
ん
ど
ん
力
を

つ
け
、７
人
制
大
会
で
は
ベ
ス
ト
８
に
入
る
な
ど

活
躍
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、冬
休

み
を
終
え
た
と
き
、予
期
せ
ぬ
最
悪
の
事
態
が
起

こ
り
ま
し
た
。い
ま
ま
で
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
監

督
が
、急
に
退
職
さ
れ
、ダ
リ
ッ
チ
戦
も
危
う
く

な
っ
た
の
で
す
。
私
た
ち
は
、ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開

き
、「
最
後
ま
で
し
っ
か
り
や
ろ
う
。こ
う
い
う
時

こ
そ
し
っ
か
り
や
ろ
う
」
と
皆
に
呼
び
か
け
る
と
、

皆
も
賛
成
し
て
く
れ
、一
段
と
活
気
の
あ
る
ク
ラ

ブ
へ
と
変
化
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
う
こ
う
す
る

う
ち
に
、ダ
リ
ッ
チ
と
試
合
が
で
き
る
と
い
う
う

れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
入
り
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、と

て
も
喜
び
ま
し
た
。
�

　
試
合
は
、２
月
１
日
と
２
日
の
２
日
間
で
す
。

ダ
リ
ッ
チ
に
行
く
前
日
、学
校
で
壮
行
会
を
し
て

い
た
だ
き
、一
段
と
士
気
が
揚
が
り
、い
ざ
ダ
リ
ッ

チ
へ
と
出
発
し
ま
し
た
。
ダ
リ
ッ
チ
で
は
、相
手
チ

ー
ム
一
人
ひ
と
り
の
家
で
、ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
ま

し
た
。
翌
朝
皆
に
ど
う
だ
っ
た
か
を
聞
く
と
、と

て
も
優
し
く
し
て
い
た
だ
い
た
よ
う
で
、皆
「
１

週
間
く
ら
い
、い
と
き
た
い
わ
」
な
ど
と
言
っ
て
い

ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
私
の
ス
テ
イ
先
の
家
庭
も

と
て
も
親
切
で
、２
年
前
に
行
っ
た
と
き
よ
り
少

し
は
上
手
く
な
っ
た
英
語
で
交
流
で
き
た
と
思

い
ま
す
。
�

　
そ
し
て
、と
う
と
う
試
合
の
時
が
や
っ
て
き
ま

し
た
。
ダ
リ
ッ
チ
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、と
て
つ
も

な
く
大
き
く
、芝
な
ど
学
校
の
も
の
と
は
思
え

な
い
ほ
ど
美
し
く
、天
気
も
快
晴
、最
高
の
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
で
し
た
。
長
い
笛
が
な
り
ま
し
た
。２

年
前
の
屈
辱
を
思
い
出
し
、元
気
一
杯
に
走
り
出

し
ま
し
た
。
前
半
１０
分
頃
、な
ん
と
甲
南
が
先
制

点
を
あ
げ
ま
し
た
。
私
は
う
れ
し
く
て
、飛
ん
で

チ
ー
ム
メ
イ
ト
に
駆
け
寄
り
ま
し
た
。
勝
て
る
と

思
い
ま
し
た
。
し
か
し
、こ
の
考
え
は
甘
く
、前
半

一
気
に
３
点
も
取
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
私
が

率
い
る
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
が
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に
や
ら

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
後
半
、２
点
差
な
ら
何
と
か

返
せ
る
と
思
い
、何
度
も
ゴ
ー
ル
に
迫
る
の
で
す

が
、あ
と
一
歩
が
出
ず
、結
局
３
点
を
追
加
さ
れ

て
１
‐
６
と
大
敗
を
喫
し
ま
し
た
。
�

　
サ
ッ
カ
ー
の
本
場
イ
ギ
リ
ス
人
は
、本
当
に
紳

士
的
で
、試
合
が
終
わ
る
と
「
あ
り
が
と
う
」
と
一

人
ひ
と
り
握
手
し
て
い
き
ま
し
た
。「
ま
た
試
合

し
よ
う
」
と
言
わ
れ
て
、私
は
、「
今
度
は
任
せ
た
」

と
後
輩
に
望
み
を
託
し
ま
し
た
。
と
て
も
悔
し
い

ゲ
ー
ム
だ
っ
た
け
れ
ど
、そ
れ
以
上
に
よ
い
も
の

が
得
ら
れ
た
と
思
い
ま
し
た
。
卒
業
ま
で
あ
と
少

し
で
す
が
、私
た
ち
の
挑
戦
は
後
輩
に
受
け
継
が

れ
、い
つ
ま
で
も
続
い
て
い
き
ま
す
。
�

トゥレーヌ甲南学園では、1999年度から、イギリスの名門
校ダリッチ高校と、サッカーの親善試合を行っています。
今回は、この試合に参加したサッカー部キャプテンの平井
数磨君の体験記をご紹介します。平井君は、2年前にも、
ダリッチでの試合に出場、0‐1で敗れてしまい、そのリベン
ジを志していました。�
ダリッチ高校は、伝統あるパブリックスクールで、甲南高等
学校やトゥレーヌ甲南学園では、生徒の交換留学プログ
ラムも実施しています。�

トゥレーヌ生、世界に挑む�



第
一
線
で
活
躍
中
の
卒
業
生
に
ア
ク
セ
ス
！
�

著者が運営する詩の投稿サイト「MY 
DEAR」に集まった作品紹介シリーズ第
2作。誰もが気軽に取り組めるWebなら
ではの自由な詩の世界が楽しめます。�

1955年大阪府生まれ。1978年甲南大
学経営学部卒業。日本ペンクラブ、日本
現代詩人会、日本詩人クラブ、関西詩
人協会に所属。ネット詩誌「MY DEAR」
主宰。�

卒業生 TOPICS

体
育
会
3
団
体
に
、体
育
賞
�

体
育
会
祝
勝
会
・
文
化
会
顕
彰
会
お
よ
び�

父
母
の
会
課
外
活
動
表
彰
式�

順
風
満
帆
で
は
な
い
人
生
�

だ
か
ら
、い
ま
の
自
分
に
出
会
え
た
�

今
回
は
、キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
、学
生
や
創
業
者
の
進
路
ア
ド
バ
イ
ス
を
�

務
め
て
お
ら
れ
る
本
田
勝
裕
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。�

い
ま
の
職
業
に
つ
い
た
き
っ
か
け
や
そ
こ
に
込
め
ら
れ
た
思
い
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。�

◆PROFILE�
�

1985年に甲南大学経営学部を卒業後、

（株）学生援護会に入社。編集、営業、

人事コンサルティング、セミナープロ

デュースなどに携わる。1997年に独立。

現在は企業、大学、行政などで講演す

るほか、新聞、雑誌、Webなどで執筆

活動を行う。また、就職支援Webサイ

トおよびメーリングリスト「ポンタの就

職ゼミナール」を主宰。�

● 関 基久さん�
　  1980年経営学部卒業�
　  ジャズクラブ�
    「ロイヤルホース」オーナー�

● 高見 篤さん�
　  1983年経済学部卒業�
　  新光証券株式会社�
      インベストメントバンキング第三部長�

● 重田 剛志さん�
　  1995年経営学部卒業�
　  コンピューターマネージメント株式会社 

本
田  

勝
裕
さ
ん
　
1
9
8
5
年
経
営
学
部
卒
業
�

●　本田さんの甲友録�

黒人王、白人王に謁見す�
井野瀬 久美惠〔文学部教授〕 著�
山川出版社　￥1,300（税別）�

ダイジェスト�

明治地方財政史  第三巻�
高寄  昇三〔経済学部教授〕 著�
　草書房　￥5,000（税別）�

トラウマ映画の心理学�
―映画にみる心の傷�
森 茂起〔文学部教授〕�
森 年恵　共著�
新水社　￥1,900（税別）�

日本経済 ： 実証分析のすすめ�
小川  一夫�

得津  一郎〔EBA高等教育研究所教授〕 共著�
有斐閣ブックス　￥2,800（税別）�

甲南OBの著書をピックアップ！�

島　秀生さんプロフィール�

　
社
会
人
と
し
て
の
私
の
人
生
っ
て
、実

は
、挫
折
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
な
ん
で
す
よ
。

　
最
初
の
挫
折
は
、大
学
で
の
就
職
活

動
の
と
き
。
当
時
の
私
は
マ
ス
コ
ミ
志
望

で
、広
告
研
究
会
に
所
属
し
、将
来
は
、

ラ
ジ
オ
の
番
組
を
作
る
ん
だ
と
、そ
れ
し

か
考
え
て
い
な
か
っ
た
ん
で
す
。い
ま
、考

え
て
も
、な
ぜ
そ
ん
な
に
自
信
が
あ
っ
た

の
か
…
（
笑
）。
と
に
か
く
、マ
ス
コ
ミ
5

社
し
か
受
け
な
く
て
、就
職
部
の
方
に

か
な
り
心
配
さ
れ
ま
し
た
。
結
果
は
や

っ
ぱ
り
不
採
用
で
、「
将
来
ど
う
し
よ
う
」

っ
て
こ
の
と
き
ば
か
り
は
結
構
悩
み
ま

し
た
ね
。
�

　
バ
イ
ト
に
行
っ
て
い
た
学
生
援
護
会
で

入
社
試
験
に
合
格
し
た
の
で
、そ
の
後
は

編
集
な
ど
の
仕
事
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た

の
で
す
が
、こ
こ
を
7
年
前
に
退
社
。
あ

ま
か
ら
手
帖
の
版
元
、株
式
会
社
ク
リ
エ

テ
関
西
に
広
告
企
画
部
長
と
し
て
転
職

し
た
と
こ
ろ
、こ
こ
で
第
二
の
挫
折（
笑
）。

仕
事
が
う
ま
く
回
ら
ず
、体
調
も
悪
く

な
っ
て
、続
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
の
で
す
。
�

　
し
か
し
、こ
れ
を
契
機
に
独
立
し
た
私

に
、編
集
者
な
ど
を
養
成
す
る
専
門
学

校
か
ら
、た
ま
た
ま
講
演
依
頼
が
あ
り

ま
し
た
。そ
こ
で
私
が
見
た
の
は
、厳
し
い

現
実
ば
か
り
教
え
ら
れ
て
す
っ
か
り
希

望
を
見
失
っ
て
し
ま
っ
た
学
生
の
姿
で
し

た
。
そ
の
と
き
、一
体
誰
が
学
生
た
ち
に

仕
事
の
楽
し
さ
を
教
え
る
ん
だ
ろ
う
と

思
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
こ
で
私
は
学
生
た

ち
に
出
版
・
編
集
の
現
場
を
伝
え
る
た
め
、

出
版
社
な
ど
を
片
っ
端
か
ら
訪
ね
、編
集

に
関
す
る
最
新
の
情
報
や
知
識
を
調
べ

て
講
義
に
臨
み
ま
し
た
。「
何
か
自
分
に

で
き
る
こ
と
を
」
と
思
っ
た
ら
、自
然
に
動

い
て
い
た
の
で
す
。
�

　
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
活

動
を
始
め
た
の
は
、そ
の
と
き
感
じ
た
思

い
が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
。
昨

年
は
進
路
な
ど
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、大
学

な
ど
で
、年
に
講
演
を
1
6
0
本
こ
な
し
、

朝
日
新
聞
な
ど
で
原
稿
を
1
1
1
本
書

き
上
げ
ま
し
た
。
忙
し
い
で
す
が
、学
生

が
自
分
の
目
的
を
見
つ
け
、輝
い
て
い
く

姿
を
見
る
の
は
、単
純
に
嬉
し
い
。
振
り

返
っ
て
み
る
と
、数
々
の
挫
折
も
、そ
う
悪

く
は
な
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
っ
て
、思

い
ま
す
ね（
笑
）。
�

　
文
化
、ス
ポ
ー
ツ
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
で
す
ぐ
れ
た
業
績

を
挙
げ
た
学
生
や
学
内
団
体
に
贈
る
、学
生
部
長
特
別
表
彰
と

父
母
の
会
金
甲
賞
が
、次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。
授
賞
式

は
、２
月
２５
日
、学
友
会
館
バ
ン
ケ
ッ
ト
ル
ー
ム
で
行
わ
れ
、小
林

均
学
生
部
長
お
よ
び
小
倉
宏
之
父
母
の
会
会
長
か
ら
、賞
状
と

助
成
金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
�

【
学
生
部
長
特
別
表
彰
】
●
体
育
会
釣
ク
ラ
ブ 

●
体
育
会
自
動

車
部 

●
体
育
会
ラ
イ
フ
ル
射
撃
部 

西
田
ま
す
み
さ
ん（
経
営

2
） 

●
体
育
会
ヨ
ッ
ト
部 

谷
垣
美
由
紀
さ
ん（
理
工
2
）・
小
西

絢
子
さ
ん（
文
1
） 

●
体
育
会
陸
上
競
技
部 

福
山
茜
さ
ん（
経

営
2
）・
横
溝
由
奈
さ
ん（
文
1
）・
杉
山
佳
美
さ
ん（
経
営
1
）・

田
口
恵
理
さ
ん（
経
営
4
） 

●
文
化
会
書
道
部
甲
墨
会
�

【
金
甲
賞
】
●
体
育
会
ゴ
ル
フ
部 

平
松
賢
斉
さ
ん（
経
済
4
） 

●
体
育
会
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
部 

岩
城
久
実
さ
ん（
法
4
）  

●
体
育
会
ボ
ー
ド
セ
イ
リ
ン
グ
部 

大
場
敬
仁
さ
ん（
理
3
）   

●
文
化
会
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
研
究
会 

●
「
ギ
リ
ギ
リ
キ
リ
」
岸
本
和
可

子
さ
ん
、平
野
清
華
さ
ん
、藤
本
亜
矢
子
さ
ん（
法
4
）�

父
母
の
会
に
よ
る
、金
甲
賞
の
表
彰�

　
文
化
、ス
ポ
ー
ツ
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
で
す
ぐ
れ

た
業
績
を
挙
げ
た
学
生
や
学
内
団
体
に
贈
る
第
９
回
父

母
の
会
金
甲
賞
が
、次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。
�

　
授
賞
式
は
、２
月
２５
日
午
後
５
時
３０
分
か
ら
学
友
会

館
バ
ン
ケ
ッ
ト
ル
ー
ム
に
お
い
て
行
わ
れ
、小
倉
宏
之
父
母

の
会
会
長
か
ら
、賞
状
の
授
与
と
助
成
金
が
交
付
さ
れ
ま

し
た
。
�

●
体
育
会
ゴ
ル
フ
部
・
平
松
賢
斉
さ
ん（
経
済
学
部
４
年
）�

関
西
学
生
男
子
連
盟
杯
７
位
、関
西
学
生
ゴ
ル
フ
選
手
�

ネットの中の詩人たち 2�
島　秀生　著�

土曜美術社出版販売�
￥1,238（税別）�

甲南大学の�
教員が執筆した�

新刊�
レビュー�

100％自分を出しきる�
個性タイプ別�
就職面接完全攻略�
主婦の友社　1,200円（税別）�

岩
城
久
実
さ
ん
が
兵
庫
県
�

体
育
協
会
優
秀
選
手
賞
を
受
賞
�

体
育
会
50
周
年
記
念
事
業
の
実
施
�

　
体
育
会
は
、２
０
０
３
年
度
、５０
周
年
を
迎
え
ま
す
。
体
育
会
で
は
、

５０
周
年
記
念
実
施
委
員
会
を
設
立
し
、記
念
誌
の
刊
行
と
、式
典
の

挙
行
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
�

　
式
典
で
は
、ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、甲
南
大
学
の
名
を
広
め
た
方
を

表
彰
す
る
予
定
で
す
。
在
学
中
ま
た
は
卒
業
後
に
活
躍
さ
れ
た
O
B
・

O
G
・
在
学
生
を
推
薦
し
て
く
だ
さ
い
。
自
薦
、他
薦
を
問
い
ま
せ
ん
。
�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://plaza25.m

bn.or.jp/̃konan_u_athletic/�
index.htm

）で
も
、式
典
な
ど
の
情
報
を
公
開
し
て
い
ま
す
。
�

　  

体
育
会
５０
周
年
記
念
実
施
委
員
会
／
委
員
長
　
西
村 

繁
治
�

　  

携
帯
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体
育
会
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
部

岩
城
久
実
さ
ん（
法
４
）は
、２
０
０

２
年
度
財
団
法
人
兵
庫
県
体
育

協
会
優
秀
選
手
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。こ
の
賞
は
、国
際
大
会
出
場

者
や
国
体
で
３
位
以
内
に
入
賞
し
た
選
手
を
表
彰
す
る
も
の
で
、

岩
城
さ
ん
は
、昨
年
１
月
、北
海
道
・
帯
広
の
森
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー

ト
場
な
ど
で
行
わ
れ
た
第
５７
回
国
民
体
育
大
会
冬
季
大
会
の

成
年
女
子
で
３
位
に
入
賞
、今
年
度
も
選
手
と
し
て
兵
庫
県
か

ら
派
遣
さ
れ
る
予
定
。
表
彰
式
は
、２
月
５
日
、兵
庫
県
公
館
で

行
わ
れ
、メ
ダ
ル
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
�

文
化
会
表
彰
式
�

　
11
月
24
日
、第
38
回
甲
南
大
学
大
学
祭
音
楽

祭
終
了
後
、こ
の
一
年
間
顕
著
な
活
動
を
行
っ
た

文
化
会
の
団
体
に
次
の
各
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
�

●
学
長
杯
／
古
美
術
研
究
会
�

●
理
事
長
杯
／
女
声
合
唱
団
ア
モ
ロ
ー
ゾ
�

●
父
母
の
会
会
長
杯
／
交
響
楽
団
�

●
学
生
部
長
杯
／
児
童
福
祉
研
究
会
�

●
文
化
賞
／
歌
舞
伎
文
楽
研
究
部
�

　
　
　
　
　
Ｋ
Ｓ
Ｗ
Ｌ
、人
文
地
理
学
研
究
会
�

問い合せ先� 　
１２
月
２１
・
２２
の
両
日
、滋
賀
県
高
島
郡
マ
キ
ノ

町
の「
奥
琵
琶
湖
マ
キ
ノ
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
＆
セ
ミ
ナ

ー
ハ
ウ
ス
」で
、第
４１
回
体
育
会
リ
ー
ダ
ー
ス
キ
ャ

ン
プ
が
行
わ
れ
、今
年
度
、そ
の
活
動
・
運
営
お
よ

び
戦
績
が
優
秀
で
あ
っ
た
次
の
３
団
体
に
、小
林

均
学
生
部
長
か
ら
体
育
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
�

●
弓
道
部
／
関
西
学
生
弓
道
選
手
権
大
会
女

子
個
人
準
優
勝（
井
口
か
お
り
さ
ん
・
理
４
）な

ど  

●
ラ
イ
フ
ル
射
撃
部
／
全
日
本
学
生
ラ
イ
フ
ル
選
手
権
大

会
個
人
８
位（
西
田
ま
す
み
さ
ん
・
経
営
２
）な
ど  

●
陸
上
競

技
部
／
日
本
学
生
陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会
走
り
幅
跳

び
６
位（
福
山
茜
さ
ん
・
経
営
２
）な
ど
�

瀬戸貴史さん（理3）の相談を受ける本田さん。�



発行日／2003年3月15日�

発　行／甲南学園広報室�

　　　　〒658‐8501 神戸市東灘区岡本8丁目9‐1�

　　　　TEL（078）431‐4341（代）�

印　刷／大日本印刷株式会社�

甲南

編
　
集
　
後
　
記
�

　
今
回
の
特
集
で
は
、「
甲
南
の
学
術
的
な
部
分
を
知
り
た

い
」
と
い
う
読
者
の
方
々
の
声
に
お
応
え
し
、最
先
端
の
研
究

の
一
端
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。

今
後
は
ま
す
ま
す
、こ
の
よ
う
に
皆
様
方
の
ご
意
見
に
お
応

え
で
き
る
記
事
も
企
画
し
て
ま
い
り
ま
す
。
本
年
度
一
年
の

本
誌
ご
愛
読
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、来
年
度
に
つ
き
ま
し

て
も
、何
卒
よ
ろ
し
く
お
付
き
合
い
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
�

◆次号予告（2003年5月発行予定）�
NETWORK KONAN�
つながる！甲南ネットワーク�

次
回
テ
ー
マ
�

次
回
は
、本
誌
で
も
特
集
し
た
”最
先
端
で
学
ぶ

と
い
う
こ
と
“に
つ
い
て
ご
意
見
を
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
テ
ー
マ
は
、「
甲
南
は
最
先
端
の
研

究
を
ど
う
生
か
す
べ
き
か
」
。
生
命
科
学
の
研
究

成
果
を
、一
般
に
も
わ
か
り
や
す
く
公
開
講
座
と

し
て
講
演
し
て
欲
し
い
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
授
業

の
様
子
を
の
ぞ
か
せ
て
欲
し
い
な
ど
、ど
ん
な
内

容
で
も
結
構
で
す
。ぜ
ひ
ご
一
考
く
だ
さ
い
。
�

このコーナーは、読者の皆さまから寄せられ
たお便りによって構成していきます。今回は、
前回特集した「集まれ！甲友ファミリー」につ
いてご意見をいただきました。�

●
横
浜
に
住
ん
で
い
ま
す
が
、意
外
な
と
こ
ろ
で
甲
南
出
身

の
方
に
出
会
い
、と
て
も
良
く
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ

り
、甲
友
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

甲
南
が
母
校
で
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す（
昭
和
五
十
三
年

卒
・
女
）�

�

●
甲
南
と
学
習
院
の
卒
業
生
が
合
同
で
同
窓
会
を
開
い
て

い
る
と
い
う
記
事
が
あ
り
ま
し
た
が
、そ
こ
に
出
て
い
た

早
川
く
ん
は
ク
ラ
ブ
の
後
輩
で
す
。
懐
か
し
く
、ま
た
、

頼
も
し
く
感
じ
ま
し
た
。
特
ダ
ネ
2
は
母
校
を
誇
ら
し

く
感
じ
ま
し
た
。
特
ダ
ネ
3
に
は
親
し
み
を
感
じ
ま
し

た
。（
昭
和
六
十
一
年
卒
・
男
）�

�

●
私
も
実
弟
、実
弟
の
妻
、実
妹
の
夫
と
す
べ
て
甲
南
大
を

卒
業
し
た
甲
南
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
す
の
で
、大
変
共
感
す
る

と
こ
ろ
が
多
く
、改
め
て
甲
南
の
良
さ
を
思
い
出
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。（
昭
和
四
十
六
年
卒
・
男
）�

�

●
正
直
、（
絆
の
強
さ
に
？
）驚
き
ま
し
た
。
文
中
に
あ
っ
た
、

芋
づ
る
式
に
仲
間
が
集
ま
る
と
い
う
の
は
事
実
で
す
ね
。

私
の
個
人
的
な
体
験
で
は
、出
張
で
訪
れ
た
筑
波
で
甲

南
の
印
象
を
聞
い
て
み
る
と
、ブ
ル
ジ
ョ
ア
な
感
じ
と
い
う

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。（
平
成
十
二
年
卒
・
男
）�

�

●
学
習
院
大
と
定
期
戦
を
し
て
い
た
こ
と
を
、懐
か
し
く

思
い
出
し
ま
し
た
。
学
習
院
と
共
通
点
が
あ
る
と
書
い
て

あ
り
、少
し
面
映
ゆ
い
気
は
し
ま
し
た
が
、鼻
が
高
い
で

す
ね
。
も
っ
と
世
代
・
地
域
を
超
え
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

広
げ
て
欲
し
い
。（
昭
和
四
十
八
年
卒
・
男
）�
�

●
全
学
部
制
覇
の
ご
家
族
が
お
ら
れ
る
と
は
、正
直
、驚
き

で
し
た
。（
昭
和
四
十
七
年
卒
・
女
）�

�

●
義
姉
と
姪
が
甲
南
卒
で
す
。
そ
し
て
去
年
、姪
が
甲
南
ボ

ー
イ
と
結
婚
し
ま
し
た
。
4
名
で
う
ち
も
甲
友
フ
ァ
ミ
リ

ー
で
す
。（
昭
和
四
十
三
年
卒
・
女
）�

�

●
私
は
三
菱
重
工（
株
）神
戸
造
船
所
で
勤
務
し
て
い
ま
す

が
、甲
南
O
G
は
結
束
が
固
く
、入
社
以
来
、定
期
的
に

イ
ベ
ン
ト
、宴
会
な
ど
が
行
わ
れ
続
け
て
い
ま
す
。（
昭
和

三
十
九
年
卒
・
女
）�

�

●
今
後
も
グ
ル
メK

O
N
A
N

を
掲
載
し
て
い
た
だ
け
る
と

楽
し
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
の
機
会
に
続
編
を
お
願
い
し

ま
す
。（
昭
和
三
十
六
年
卒
・
男
）�

�

●
甲
南
に
対
し
て
の
想
い
が
ほ
か
の
卒
業
生
、在
校
生
の
方
々

と
同
じ
だ
な
と
実
感
し
ま
し
た
。そ
れ
か
ら
私
の
親
戚
に

は
甲
南
卒
業
生
が
一
人
だ
け
な
の
で
羨
ま
し
か
っ
た
で
す
。

（
平
成
十
年
卒
・
女
）�

�

●
甲
南
O
B
・
O
G
の
人
脈
と
つ
な
が
り
が
面
白
い
。
興
味

深
い
特
集
だ
っ
た
の
で
、今
後
と
も
、視
点
を
変
え
な
が
ら

続
け
て
欲
し
い
。（
昭
和
三
十
四
年
卒
・
男
）�

�

●
伊
東
先
生
の
記
事
を
読
み
、学
生
た
ち
が
羨
ま
し
く
感

じ
ま
し
た
。（
平
成
二
年
卒
・
男
）�

●
震
災
後
、甲
南
大
学
も
ず
い
ぶ
ん
と
変
わ
っ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
、キ
ャ
ン
パ
ス
の
写
真
も

載
せ
て
も
ら
え
る
と
う
れ
し
い
で
す
。（
不
明
）�

�

●
学
術
的
な
成
果
の
発
表
な
ど
を
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
。

（
平
成
二
年
卒
・
男
）�

�

●
企
業
で
活
躍
す
る
卒
業
生
の
動
向
を
特
集
し
て
欲
し
い
。

（
不
明
）�

�

●
図
書
館
を
は
じ
め
、卒
業
生
が
使
え
る
施
設
の
紹
介
を

し
て
欲
し
い
。
大
学
を
気
軽
に
訪
れ
た
く
な
る
よ
う
な
ト

ピ
ッ
ク
ス
記
事
も
お
願
い
し
ま
す
。（
平
成
十
年
卒
・
男
）�

�

●
現
在
の
甲
南
生
の
方
や
卒
業
生
の
方
た
ち
の
記
事
が
自

分
に
元
気
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
今
後
は
甲
南
生
の

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
に
お
け
る
活
躍
状
況
に
つ
い
て
知
り
た
い

で
す
。（
昭
和
五
十
三
年
卒
・
男
）�

誌上で�
激論�

「これってどう思いますか？」�

甲友ファミリーの絆、あなたは�
どう思いますか？�

●今回のテーマ●�

誌
面
作
り
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご
感
想
�

KONAN in 東京!?
甲南大学ネットワークキャンパス東京�

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
+
お
知
ら
せ
�

●
2
0
0
3
年
度
入
学
宣
誓
式
、父
母
の
会
新

　
入
会
員
歓
迎
会（
1
日
）�

●
新
歓
祭（
1
〜
11
日
）�

●
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
の
”留
学
フ
ェ
ア
“（
2
・
3
日
）�

●
自
治
会
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン（
3
日
）�

●
2
0
0
3
年
度
講
義
開
始（
4
日
）�

●
受
講
届
受
付（
11
日
）�

●
第
3
回
オ
ー
ル
甲
南
の
集
い（
20
日
）�

●
甲
南
学
園
創
立
記
念
日（
21
日
）�

●
第
48
回
甲
南
大
学
対
学
習
院
大
学
�

　
運
動
競
技
総
合
定
期
戦
開
会
式（
26
日
）�

●
前
期
社
会
人
講
習
会
「
言
語
講
座
」（
26
日

　
〜
7
月
5
日
）�

●
第
30
回
甲
南
キ
ャ
ン
プ（
3
〜
5
日
）�

●
第
34
回
学
館
祭（
12
〜
16
日
）�

●
第
1
3
2
回
現
代
講
座
�

●
自
治
会
中
央
委
員
会
選
挙（
予
定
）�

【
開
講
日
時
】４
月
２６
日
か
ら
７
月
５
日（
予
備
日
７
月
１２
日
）�

毎
土
曜
日（
全
１０
回
）�

公
開
講
座
�

旧制甲南高等学校�
バスケットボール部史�

10：30～12：00

9：30～12：00（休憩時間15分間含む）�

9：40～11：20（休憩時間10分間含む）�

13：00～14：30

初級英会話①※�
初級英会話②※�

中国語入門�
中国語コミュニケーション（初級）�

韓国語入門者（会話中心）�

【Bai ley】�
【Madore】�

【 石 井 】�
【 吐 山 】�

【 劉 】�

フランス語会話・中級�
（1～2年学習された方）�

フランス語会話・上級�
（3年以上学習された方）�

【村尾・DEZ】�
�

【DEZ・村尾】�

中級英会話③※�
中級英会話④※�

【Bai ley】�
【Madore】�

 ドイツ語初級者�
（入門～半年程度学習された方）�

【大澤・Suita】�

10：35～12：15（休憩時間10分間含む）�

ドイツ語既習者�【大澤・Suita】�

【時間割】�
【
対
象
・
定
員
】一
般
社
会
人
お
よ
び
学
生（
高
校
生
以
上
）�

各
ク
ラ
ス
２０
名
ま
で（
た
だ
し
、受
講
希
望

者
が
１０
名
に
満
た
な
い
ク
ラ
ス
は
開
講
し
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
）�

【
開
催
場
所
】６
号
館
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
室�

【
受 

講 

料
】１
５
０
０
０
円
＋
テ
キ
ス
ト
代〔
約
３
０
０
０

円
〕（
税
込
み
）
※
フ
ラ
ン
ス
語
会
話
の
み   

２
５
０
０
０
円
＋
テ
キ
ス
ト
代〔
約
３
０
０
０

円
〕（
税
込
み
）�

【
受
付
期
間
】４
月
１
日（
火
）〜
４
月
9
日（
水
）�

　
　
　
　
　
消
印
有
効
、往
復
は
が
き
先
着
順�

甲
南
大
学
社
会
人
講
習
会
『
言
語
講
座
』
開
講
�

◆
「
知
能
情
報
処
理
と
知
的
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」�

２１
世
紀
を
さ
さ
え
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
並
列
処
理
技
術

／
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
知
能
に
つ
い
て
／
個
人
認
証
方
法 

―
署
名
認
識
を
中
心
に
し
て
―
／
音
と
音
楽
の
感
性

情
報
／
人
に
優
し
い
知
的
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
め
ざ
し

て
―
人
間
の
情
報
処
理
の
し
く
み
を
探
る
―
／
高
度

な
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
通
信
の
時
代
の
到
来�

【
開
講
日
時
】５
月
１７
日
か
ら
６
月
２１
日�

　
　
　
　
　
毎
土
曜
日（
全
６
回
）１３
時
３０
分
〜
１５
時�

【
定
　
　
員
】２
０
０
名（
社
会
人
対
象
）�

【
開
催
場
所
】５
１
１
講
義
室（
た
だ
し
５
月
３１
日
は
５
２
１
講
義
室
）�

【
講
　
　
師
】甲
南
大
学
理
工
学
部
情
報
シ
ス
テ
ム
工
学
科�

　
　
　
　
　
教
授
・
岳 

五
一
ほ
か�

【
受 

講 

料
】３
０
０
０
円（
６
回
分
、テ
キ
ス
ト
等
資
料
代
・�

　
　
　
　
　
傷
害
保
険
料
・
消
費
税
を
含
む
）�

【
受
付
期
間
】４
月
１４
日（
月
）〜
４
月
２２
日（
火
）�

　
　
　
　
　
消
印
有
効
、往
復
は
が
き
先
着
順�

◆
お
申
込
み
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、広
報
室
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ（
０
７
８
）４
３
５
‐
２
３
１
４�

　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
７
８
）４
３
５
‐
２
５
４
６�

　e-m
ail   ko

uho
u@
ad
m
.ko
nan-u.ac.jp

2
0
0
3
年
度
一
般
入
学
試
験
志
願
者
数
�

前
年
比
5
・
7
％
減
の
2
万
5
3
6
4
人
�

旧
制
甲
南
高
等
学
校
�

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
史
発
刊
�

　
２
０
０
３
年
度
一
般
入
学
試
験
志
願
者
総
数
は
、２
万

５
３
６
４
人
で
、５
・
７
％（
１，
５
４
３
人
）減
と
な
り
ま
し

た
。
経
営
学
部（
４
・
４
％
増
）以
外
の
４
学
部
は
す
べ
て
志

願
者
を
減
ら
し
て
い
ま
す
。
�

　
２
０
０
４
年
度
か
ら
大
半
の
国
公
立
大
学
が
セ
ン
タ
ー

試
験
で
５
教
科
７
科
目
を
課
す
こ
と
か
ら
、受
験
生
が
私

立
大
学
を
多
く
併
願
す
る
の
で
は
な
い
か
と
見
ら
れ
ま
し

た
が
、深
刻
な
経
済
不
況
が
受
験
生
の
併
願
数
を
絞
り

込
ま
せ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
関
西
の
主
要
私
立
大
学

は
、ほ
と
ん
ど
が
５
〜
１０
％
、志
願
者
を
減
ら
し
ま
し
た
。
�

旧
制
甲
南
高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
戦
績
や
部

員
の
活
躍
を
記
録
し
た
部
史
が
O
B
の
方
た
ち
に
よ
り

発
刊
さ
れ
、学
園
に
も
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
�

甲
南
高
等
学
校
・
同
窓
会
総
会
の
ご
案
内
�

〜
も
う
一
度
振
り
返
ろ
う 

高
校
時
代
〜
�

２月２８日現在。追加合格に伴う出願取り
止めによって、数が変更になることがあり
ます。�

●一般入試志願者数（人）�

2003年�前年比�

文学部�

理工学部�

経済学部�

法学部�

経営学部�

経済学部�

経営学部�

E B A�
総  合�
コース�

合　計�

6,469 94.5％�

3,636 89.1％�

4,987 91.5％�

4,616 90.3％�

125.0％�

172.7％�

5,622 104.4％�

15

19

25,364 94.3％�

【
日
時
】5
月
25
日（
日
）午
後
1
時
〜
午
後
5
時
�

【
場
所
】甲
南
高
等
学
校
�

【
会
費
】1
0
0
0
円
�

【
内
容
】�

○
恩
師
に
よ
る
模
擬
授
業（
午
後
1
時
）�

○
現
役
ブ
ラ
ス
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
部
に
よ
る
演
奏
会
・
同
窓
会
 

総
会（
午
後
2
時
）�

○
講
演
／
須
磨
久
善
氏（
高
校
18
回
卒
業
）葉
山
ハ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
院
長
。Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
の
『
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｘ
』
で
「
奇

跡
の
心
臓
手
術
に
挑
む
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
放
送
さ
れ
大

反
響
を
呼
ん
だ
。〔
冠
動
脈
バ
イ
パ
ス
手
術
、心
臓
バ
チ
ス
タ

手
術
の
世
界
的
権
威
〕（
午
後
3
時
）�

○
懇
親
ビ
ー
ル
パ
ー
テ
ィ（
午
後
4
時
〜
5
時
）�

■
ご
来
場
時
の
ご
注
意
／
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。
電
車
・
バ

　
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
�

甲
南
高
等
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
�

h
ttp
://w
w
w
.h
s.ko

n
an
-u
.ac.jp

/

※英会話クラスについては、4月19日にクラス分けのためのレベルチェックを行います。�
　レベルチェックの結果、お申込みのクラスに変更が生じる場合もあります。�

【
お
詫
び
と
訂
正
】前
号
p12
�

�徳
光
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
欄
に
誤
り
が
あ
り
、関
係
者
の
方
々
に

多
大
な
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
。
�

深
く
お
詫
び
し
、訂
正
い
た
し
ま
す
。
�

（
誤
）病
死
↓（
正
）病
気
�

「
甲
南
Ｔ
ｏ
ｄ
ａ
ｙ
が
家
に
2
冊
も
3
冊
も
届
く
の
で
、1
冊
に

し
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
ご
丁
寧
な
お
申
し
出
を
多
く
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
送
付
冊
数
減
や
不
要
な
ど
の
希
望
が
あ
る

場
合
は
、対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、ア
ン
ケ
ー
ト
は

が
き
で
お
知
ら
せ
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
�

送
付
冊
数
の
お
申
し
出
�

NEW

◆
小
学
校
高
学
年
の
た
め
の�

　「
親
子
で
楽
し
む
生
物
観
察
」（
仮
題
）�

【
開
講
日
時
】５
月
１０
日
か
ら
７
月
１９
日
ま
で
の�

　
　
　
　
　
土
曜
日（
全
５
回
）１０
時
〜
１２
時
�

【
定
　
　
員
】
３５
組（
小
学
校
５
・
６
年
生
と
そ
の
保
護
者
１
名
）�

【
開
催
場
所
】甲
南
大
学
西
校
舎
１５
号
館
３
階�

【
講
　
　
師
】甲
南
大
学
理
工
学
部
生
物
学
科
教
授�

　
　
　
　
　
園
部
治
之
ほ
か�

【
受 
講 

料
】５
０
０
０
円（
５
回
分
、材
料
費
・
傷
害
保
険�

　
　
　
　
　
料
・
消
費
税
な
ど
を
含
む
）�


